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第3章 対象事業実施区域及びその周囲の概況 

対象事業実施区域及びその周囲における自然的状況及び社会的状況について、環境要素の区分

ごとに事業特性を踏まえ、「第 6 章 対象事業に係る環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評

価の手法」を検討するに当たり必要と考えられる範囲を対象に文献その他の資料により把握した。 

 

3.1 自然的状況 

3.1.1  大気環境の状況 

1. 気象の状況 

対象事業実施区域は青森県の上北地域に位置する。 

対象事業実施区域の近傍の地域気象観測所として六ヶ所地域気象観測所及び野辺地地域気

象観測所があり、以下のような状況となっている（第 3.1-1 表及び図 3.1-1）。 

 

第 3.1-1表 対象事業実施区域及びその周囲における地域気象観測所 

観測所名 所在地 緯度経度 標高 

六ヶ所 

地域気象観測所 
上北郡六ヶ所村倉内字笹崎 

緯度 40° 53.1' 

経度 141° 16.3' 
80ｍ 

野辺地 

地域気象観測所 
上北郡野辺地町有戸鳥井平 

緯度 40° 53.1' 

経度 141° 9.6' 
14ｍ 

出典：「地域気象観測所一覧（令和 2 年 9 月 30 日現在）」（気象庁） 
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図 3.1-1 地域気象観測所位置 
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対象事業実施区域の最寄りの観測所である六ヶ所地域気象観測所における過去 10 年間

の平均値及び令和元年の気象概況は、第 3.1-2 表のとおりである。令和元年の年平均気温

は 9.8℃、年間降水量は 1,079.5mm、年平均風速は l.8m/s であり、最大風速時の風向は西北

西の月が多い。 

 

第 3.1-2表(1) 六ヶ所地域気象観測所の気象概況（過去 10年間） 

要素名 年 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11 月 12月 

平均気温 

(℃) 
9.5 -2.0  -1.5  2.0  7.4  12.5  15.5  20.1  21.6  18.7  12.5  6.4  0.5  

日最高気温 

(℃) 
13.5 0.6  1.7  5.9  12.5  17.9  20.0  24.2  25.4  23.1  17.0  10.3  3.4  

日最低気温 

(℃) 
5.9 -4.8  -4.7  -1.8  2.7  8.0  12.1  17.2  18.7  15.0  8.1  2.6  -2.5  

平均風速 

(m/s) 
1.7 2.4  2.3  2.1  2.1  1.6  1.2  1.0  1.0  1.1  1.5  1.9  2.3  

日照時間 

(時間) 
1,609.5 82.9  102.1  155.7  188.7  202.9  147.4  127.2  131.7  145.9  145.3  100.7  79.1  

降水量 

(ｍｍ) 
1,415.8 87.1  89.0  90.1  72.7  79.7  96.8  113.8  232.7  154.9  147.6  102.4  149.1  

注：2011～2019 年の 10 年間の観測値の平均をもとに算出した。 

資料：「気象統計情報」（気象庁 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php 

 

第 3.1-2表(2) 六ヶ所地域気象観測所の気象概況（令和元年） 

月 

降水量 気温（℃） 風向・風速（m/s） 
日照 

時間 

(h) 合計 日最大 
最大 平均 

最高 最低 
平均 

風速 

最大風速 最大瞬間風速 

1 時間 10 分間 日平均 日最高 日最低 風速 風向 風速 風向 

1 70.0 8.0 3.0 1.5 -1.5 1.1 -4.3 6.1 -7.5 2.8 8.3 西北西 19.8 西北西 78.5 

2 74.0 20.0 3.5 1.5 -1.0 2.2 -4.1 10.4 -9.6 2.6 ) 9.6 ) 西北西 22.3 ) 西北西 96.6 

3 74.5 35.0 5.0 1.0 2.6 6.8 -1.3 16.4 -5.4 2.4 8.9 西北西 18.2 西北西 156.2 

4 47.5 7.0 3.5 1.5 7.3 12.5 2.3 24.9 -4.3 2.0 8.4 西北西 18.1 西北西 223.3 ) 

5 34.0 13.5 6.0 2.5 14.1 20.3 8.6 30.3 2.2 1.6 7.2 西北西 18.6 西南西 271.0 

6 122.5 49.5 9.5 2.0 15.1 19.4 11.6 26.8 8.3 0.9 5.0 東北東 13.2 東北東 141 

7 73.5 28.0 5.0 2.0 19.1 22.9 16.6 32.9 13.0 0.8 4.2 北西 9.7 南東 89.7 

8 120.0 39.5 16.5 6.5 21.9 25.8 19.2 33.0 14.9 1.0 5.1 西北西 14.3 北西 167.4 

9 60.0 43.0 8.0 2.0 19.5 24.3 15.2 30.7 9.3 1.1 4.8 西北西 14.1 北西 177.8 

10 216.5 55.0 12.0 2.5 13.9 18.3 9.4 25.5 2.8 1.4 6.2 西北西 17.7 南西 141.7 

11 57.5 11.0 4.0 1.5 5.7 10.0 1.9 18.6 -3.6 2.5 8.9 西北西 21.4 西北西 110.2 

12 129.5 43.0 6.5 1.5 1.1 4.4 -2.1 12.8 -6.0 2.5 ) 8.9 ) 西北西 20.3 ) 西北西 77.9 

年 1,079.5  55.0  16.5 6.5  9.8  14.0  6.1 33.0  -9.6  1.8 9.6 ) 西北西 22.3 ) 西北西 1,508.0 

注：「）」は統計を行う対象資料が許容範囲で欠けているが、上位の統計を用いる際は一部の例外を除いて正常値（資料

が欠けていない）と同等に扱う（準正常値）。必要な資料数は、要素または現象、統計方法により若干異なるが、全

体数の 80％を基準とする。 

資料：「気象統計情報」（気象庁 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php 
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対象事業実施区域の最寄りの観測所である野辺地地域気象観測所における過去 10 年間

の平均値及び令和元年の気象概況は、第 3.1-3 表のとおりである。令和元年の年平均気温

は 10.4℃、年間降水量は 1,026.5mm、年平均風速は 3.2m/s であり、最大風速時の風向は北

西の月が多い。 

 

第 3.1-3表(1) 野辺地地域気象観測所の気象概況（過去 10年間） 

要素名 年 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11 月 12月 

平均気温 

(℃) 
10.0  -1.1  -0.7  2.5  7.4  12.5  15.9  20.4  21.9  19.1  13.1  7.1  1.4  

日最高気温 

(℃) 
13.7  1.2  2.1  6.1  12.2  17.4  20.1  24.2  25.6  23.1  17.1  10.6  4.2  

日最低気温 

(℃) 
6.4  -3.8  -3.7  -1.2  2.7  8.1  12.3  17.4  18.9  15.2  8.6  3.4  -1.5  

平均風速 

(m/s) 
3.2  4.7  4.2  3.7  3.3  2.8  2.3  2.0  2.1  2.2  3.1  3.7  4.5  

日照時間 

(時間) 
1,632.1  68.1  92.8  147.1  189.7  214.0  162.4  144.1  146.5  159.0  147.0  94.0  67.5  

降水量 

(ｍｍ) 
1,247.5  65.5  65.0  81.8  66.3  77.7  80.8  107.3  223.3  147.4  137.6  81.8  113.2  

降雪量合計 

(ｃｍ) 
397  123  99  55  5  0  0  0  0  0  0  9  106  

注：2011～2019 年の 10 年間の観測値の平均をもとに算出した。 

資料：「気象統計情報」（気象庁 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php 

 

第 3.1-3表(2) 野辺地地域気象観測所の気象概況（令和元年） 

 

降水量 気温（℃） 風向・風速（m/s） 日照 

時間 

(h) 

降雪 

合計 

(cm) 合計 日最大 
最大 平均 

最高 最低 
平均 

風速 

最大風速 最大瞬間風速 

1 時間 10 分間 日平均 日最高 日最低 風速 風向 風速 風向 

1 50.5 7.5 2.5 1.0 -0.5 1.8 -3.1 6.6 -6.5 4.9 15.5 北西 22.7 西北西 62.6 88 

2 62.0 19.0 3.5 1.0 -0.1 2.5 -3.1 10.9 -8.2 4.2 ) 13.3 ) 西北西 23.2 ) 西 90.6 71 

3 73.5 38.5 4.0 1.0 3.1 7.1 -0.9 14.3 -3.2 3.6 13.7 西 23.7 西 154.0 29 

4 49.0 12.0 2.5 1.5 7.3 12.2 2.1 23.8 -4.7 3.1 12.9 北西 20.0 西 228.2 17 

5 30.0 14.0 8.0 3.5 14.1 20.3 8.8 28.4 1.7 2.7 12.1 西北西 22.7 西 294.7 0 

6 106.5 48.5 7.5 2.0 15.6 20.0 11.8 25.8 8.0 2.2 8.5 西 18.2 西 161.4 0 

7 56.5 14.5 5.0 3.0 19.7 23.6 17.1 32.3 13.0 2.0 8.7 北北西 11.2 東 106.5 0 

8 126.5 50.0 25.0 10.5 22.4 26.2 19.6 31.2 13.7 2.4 8.8 北西 14.0 西 174.0 0 

9 73.5 ) 45.5 ) 8.5 ) 2.0 ) 19.9 ) 24.2 ) 15.6 ) 30.9 ) 9.2 ) 2.3 ) 14.0 ) 北 18.4 ) 北 192.7 0 

10 229.0 ) 58.0 ) 13.0 ) 2.5 ) 14.2 ) 18.1 ) 9.8 ) 24.8 ) 3.8 ) 2.9 ) 14.9 ) 北 24.8 ) 西 137.5 ) 0 

11 58.5 9.0 5.5 2.0 6.8 10.3 3.0 15.6 -3.8 4.8 14.6 西 25.8 西 105.7 3 

12 111.0 39.0 6.5 1.5 2.0 5.3 -0.9 13.8 -5.2 4.4 14.5 西北西 22.6 西北西 73.3 57 

年 1,026.5  58.0  25.0  10.5  10.4  14.3  6.7  32.3  -8.2  3.2  15.5 北西 25.8 西 1,643.7  265  

注：「）」は統計を行う対象資料が許容範囲で欠けているが、上位の統計を用いる際は一部の例外を除いて正常値（資料

が欠けていない）と同等に扱う（準正常値）。必要な資料数は、要素または現象、統計方法により若干異なるが、全

体数の 80％を基準とする。 

資料：「気象統計情報」（気象庁 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php 
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2. 大気質の状況 

青森県における大気質の状況として、平成 30 年度は一般環境大気測定局（以下「一般

局」という。）16 局及び自動車排出ガス測定局 3 局の計 19 局で大気汚染防止法に基づく常

時監視測定を実施している。 

対象事業実施区域の近傍の測定局として、一般局の尾駮小学校局が六ヶ所村に設置され

ている。尾駮小学校局の概要及び測定項目は第 3.1-4 表、位置は第 3.1-2 図のとおりである。 

 

第 3.1-4表 測定局の概要及び測定項目（令和元年度） 

区分 市名 測定局 

二酸化 

硫黄 

(SO2) 

窒素酸 

化物 

(NOx) 

一酸化 

炭素 

(CO) 

光化学 

オキシ 

ダント 

(Ox) 

浮遊粒子 

状物質 

(SPM) 

炭化 

水素 

(HC) 

微小粒子

状物質 

(PM2.5) 

一般局 六ヶ所村 尾駮小学校 ○ ○ ― ○ ○ ○ ― 

注：「○」は測定が行われていること、「―」は行われていないことを示す。 

出典「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 
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第 3.1-2図 大気測定局位置 
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（1） 二酸化硫黄 

令和元年度における尾駮小学校局の二酸化硫黄の測定結果は第 3.1-5 表のとおりであり、

環境基準を達成している。 

また、過去 5 年間における年平均値の経年変化は、第 3.1-6 表及び第 3.1-3 図のとおりで

ある。 

※ 環境基準とその評価 

環境基準：1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm 以下であり、かつ、1 時間値が 0.1ppm 以下であること。 

短期的評価：1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm 以下であり、かつ、1 時間値が 0.1ppm 以下であること。 

長期的評価：1 日平均値の年間 2％除外値が 0.04ppm 以下であること。ただし、1 日平均値が 0.04ppm

を超えた日が 2 日以上連続しないこと。 

 

第 3.1-5表 二酸化硫黄の測定結果（令和元年度） 

区分 
市町 

村名 
測定局 

用途 

地域 

有効 

測定 

日数 

年平 

均値 

1 時間値が

0.1ppm を超

えた時間数と

その割合 

日平均値が

0.04ppm を超

えた日数と

その割合 

1 時間

値の

最高

値 

日平均

値の

2％除

外値 

日平均値が

0.04ppm を超

えた日が 2 日

以上連続した 

ことの有無 

環境基準の

長期的評価

による日平

均値が

0.04ppm を 

超えた日数 

日 ppm 時間 ％ 日 ％ ppm ppm 有×・無○ 日 

一般局 
六ヶ所

村 

尾駮小

学校 

第二種

低層住

居専用

地域 

364 0.000 0 0 0 0 0.004 0.001 ○ 0 

注：「環境基準の長期的評価による日地平均値が 0.04ppm を超えた日数」とは、日平均値の高い方から 2％の範囲

の日平均値を除外した後の日平均値が 0.04ppm を超えた日数である。ただし、日平均値が 0.04ppm を超えた

日が 2 日以上連続した延日数のうち、2％除外該当日に入っている日数分については除外しない。 

出典：「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 

 

第 3.1-6表 二酸化硫黄の経年変化（平成 27～令和元年度） 
（単位：ppm） 

区分 
市町 

村名 
測定局 項目 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

一般局 六ヶ所村 尾駮小学校 年平均値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 

出典：「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 
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0.000
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0.040

0.060

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

尾駮小学校

 
出典：「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 

第 3.1-3図 二酸化硫黄の経年変化（平成 27～令和元年度） 

 

（2） 二酸化窒素 

令和元年度における尾駮小学校局の二酸化窒素の測定結果は第 3.1-7 表のとおりであり、

環境基準を達成している。 

また、過去 5 年間における年平均値の経年変化は、第 3.1-8 表及び第 3.1-4 図のとおりで

ある。 

※ 環境基準とその評価 

環境基準：1時間値の1日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾーン内またはそれ以下であること。 

長期的評価：1 日平均値の年間 98％値が 0.06ppm を超えないこと。 

 

第 3.1-7表 二酸化窒素の測定結果（令和元年度） 

区分 
市町 

村名 

測定

局 

用途 

地域 

有効

測定

日数 

年平 

均値 

1 時

間値

の最

高値 

1 時間値が

0.2ppm を

超えた時

間数とそ

の割合 

1 時間値が

0.1ppm 以

上 0.2ppm

以下の日

数とその

割合 

日平均値

が 0.06ppm

を超えた

日数とそ

の割合 

日平均値

が 0.04ppm

以上

0.06ppm 以

下の日数

とその割

合 

日平均値

の年間

98％値 

98％値評

価による

日平均値

が
0.06ppm

を越えた

日数 

日 ppm ppm 時間 ％ 時間 ％ 日 ％ 日 ％ ppm 日 

一般

局 

六ヶ

所村 

尾駮

小学

校 

第二

種低

層住

居専

用地

域 

292 0.002 0.031 0 0 0 0 0 0 0 0 0.007 0 

注：「98％値評価による日平均値が 0.06ppm を超えた日数」とは、 1 年間の日平均値のうち低い方から 98％の

範囲にあって、かつ 0.06ppm を超えた日数である。 

出典：「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 
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第 3.1-8表 二酸化窒素の経年変化（平成 27～令和元年度） 
（単位：ppm） 

区分 
市町 

村名 
測定局 項目 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

一般局 六ヶ所村 尾駮小学校 年平均値 0.003 0.003 0.002 0.002 0.002 

出典：「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 
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尾駮小学校

 

出典：「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 

第 3.1-4図 二酸化窒素の経年変化（平成 27～令和元年度） 

 

（3） 浮遊粒子状物質 

令和元年度における尾駮小学校局の浮遊粒子状物質の測定結果は第 3.1-9 表のとおりで

あり、環境基準を達成している。 

また、過去 5 年間における年平均値の経年変化は、第 3.1-10 表及び第 3.1-5 図のとおり

である。 

※ 環境基準とその評価 

環境基準：1 時間値の 1 日平均値が 0.10mg/m3以下であり、かつ、1 時間値が 0.20mg/m3以下である

こと。 

短期的評価：1 時間値の 1 日平均値が 0.10mg/m3以下であり、かつ、1 時間値が 0.20mg/m3以下であ

ること。 

長期的評価：1 日平均値の年間 2％除外値が 0.10mg/m3 以下であること、ただし、1 日平均値が

0.10mg/m3を超えた日が 2 日以上連続しないこと。 
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第 3.1-9表 浮遊粒子状物質の測定結果（令和元年度） 

区分 
市町 

村名 
測定局 

用途 

地域 

有効測 

定日数 

年平 

均値 

1 時間値が

0.20mg/m3を

超えた時間

数とその割

合 

日平均値が

0.1mg/m3を

超えた日数

とその割合 

1 時間

値の最

高値 

日平均

値の

2％除

外値 

日平均値が

0.10mg/m3を

超えた日が 2

日以上連続

したことの

有無 

環境基準の

長期的評価

による日平

均値が

0.10mg/m3を

超えた日数 

日 mg/m3 時間 ％ 日 ％ mg/m3 mg/m3 有×・無○ 日 

一般局 
六ヶ所

村 

尾駮小

学校 

第二

種低

層住

居専

用地

域 

363. 0.012 0 0 0 0 0.064 0.029 ○ 0 

注：「環境基準の長期的評価による日平均値が 0.10mg/m3を超えた日数」とは、日平均値の高い方から 2％の範囲

の日平均値を除外した後の日平均値が 0.10mg/m3を超えた日数である。ただし、日平均値が 0.10mg/m3を超え

た日が 2 日以上連続した延日数のうち、2％除外該当日に入っている日数分については除外しない。 

出典：「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 

 

第 3.1-10表 浮遊粒子状物質の経年変化（平成 27～令和元年度） 
（単位：mg/m3） 

区分 
市町 

村名 
測定局 項目 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

一般局 六ヶ所村 尾駮小学校 年平均値 0.013 0.011 0.011 0.011 0.012 

出典：「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 

 

0.000

0.020

0.040

0.060

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

尾駮小学校

 
出典：「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 

第 3.1-5図 浮遊粒子状物質の経年変化（平成 27～令和元年度） 
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（4） 光化学オキシダント 

平成 30 年度における尾駮小学校局の光化学オキシダントの測定結果は第 3.1-11 表のと

おりであり、環境基準を達成していない。 

また、過去 5 年間における年平均値の経年変化は、第 3.1-12 表及び第 3.1-6 図のとおり

である。 

※ 環境基準とその評価 

環境基準：1 時間値が 0.06pm 以下であること。 

環境基準の評価：昼間（5 時～20 時まで）の時間帯において、1 時間値が 0.06ppm 以下であること。 

 

第 3.1-11表 光化学オキシダントの測定結果（令和元年度） 

区分 
市町 

村名 
測定局 

用途 

地域 

昼間 

測定 

日数 

昼間の 1 時

間値の年平

均値 

昼間の 1 時間値が

0.06ppm を超えた

日数とその割合 

昼間の 1 時間値が

0.12ppm 以上の日

数と時間数 

昼間の1時

間値の最

高値 

昼間の日最

高 1 時間値 

の年平均値 

日 ppm 日 時間 日 時間 ppm ppm 

一般局 六ヶ所村 
尾駮小

学校 

第二種

低層住

居専用

地域 

363 0.036 18 106 0 0 0.101 0.042 

注：昼間とは、5 時から 20 時までの時間帯をいう。したがって、1 時間値は、6 時から 20 時まで得られることに

なる。 

出典：「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 

 

第 3.1-12表 光化学オキシダントの経年変化（平成 27～令和元年度） 
（単位：ppm） 

区分 
市町 

村名 
測定局 項目 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

一般局 六ヶ所村 
尾駮小

学校 

昼間の 1 時間

値の年平均値 
0.035 0.035 0.040 0.036 0.036 

出典：「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 

 

0.000

0.020

0.040

0.060

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

尾駮小学校

 
出典：「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 

第 3.1-6図 光化学オキシダントの経年変化（平成 27～令和元年度） 
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（5） 非メタン炭化水素 

平成 30 年度における尾駮小学校局の非メタン炭化水素の測定結果は第 3.1-13 表のとお

りである。 

また、過去 5 年間における年平均値の経年変化は、第 3.1-14 表及び第 3.1-7 図のとおり

である。 

※ 光化学オキシダントの生成防止のための大気中炭化水素濃度の指針 

光化学オキシダントの日最高 1 時間値 0.06ppm に対応する午前 6 時から 9 時までの非メタン炭化水

素の 3 時間平均値は、0.20ppmC から 0.31ppmC の範囲にある。 

 

第 3.1-13表 非メタン炭化水素の測定結果（令和元年度） 

区分 
市町 

村名 
測定局 

用途 

地域 

有効 

測定 

時間 

年平 

均値 

6～9 時 

にお 

ける 

年平 

均値 

6～9 時 

測定 

日数 

6～9 時 

3 時間 

平均値 

6 時～9 時の 3

時間平均値が

0.20ppmC を超

えた日数とそ

の割合 

6～9 時の 3 時

間平均値が

0.31ppmC を

超えた日数と

その割合 

時間 ppmC ppmC 日 
最高値 最低値 

日 % 日 
% 

ppmC ppmC 

一般局 六ヶ所村 
尾駮小学

校 

第二種低

層住居専

用地域 

8,657 0.05 0.06 363 0.22 0.02 1 0.3 0 0 

出典：「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 

 

第 3.1-14表 非メタン炭化水素の年平均値の経年変化（平成 27～令和元年度） 
（単位：ppm） 

区分 
市町 

村名 
測定局 項目 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

一般局 六ヶ所村 尾駮小学校 
年間 0.04 0.04 0.07 0.05 0.05 

6～9 時 0.04 0.05 0.07 0.05 0.06 

出典：「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 

 

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

年平均値 6～9時における年平均値

 
出典：「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和 2 年） 

第 3.1-7図 非メタン炭化水素（尾駮小学校）の経年変化（平成 27～令和元年度） 
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（6） 大気汚染に係る苦情の発生状況 

大気汚染に係る公害苦情の受理件数は、「令和 2 年青森県統計年鑑」（青森県、令和 2 年）

によれば、平成 30 年度は東青地域県民局環境管理部管内（東津軽郡・野辺地町・横浜町・

六ヶ所村）で 0 件である。 

 

3. 騒音の状況 

（1） 環境騒音の状況 

対象事業実施区域及びその周囲における一般環境騒音の状況について、青森県、六ヶ所

村、横浜町及び野辺地町において公表された測定結果はない。 

 

（2） 道路交通騒音の状況 

青森県における道路交通騒音の状況について、「環境白書 令和 2 年版」（青森県、令和

2 年）によると、自動車騒音の実態を把握するため、令和元年度に 8 市（青森市、弘前市、

八戸市、黒石市、五所川原市、十和田市、三沢市及びむつ市）の 32 地点で調査を実施した

測定結果を基に面的評価を行った結果、環境基準達成率は 99.7％であった。 

なお、対象事業実施区域及びその周囲において、自動車騒音常時監視は実施されていな

い。 

 

（3） 騒音に係る苦情の発生状況 

騒音に係る公害苦情受理件数は、「令和 2 年青森県統計年鑑」（青森県、令和 2 年）によ

れば、平成 30 年度は東青地域県民局環境管理部管内（東津軽郡・野辺地町・横浜町・六ヶ

所村）で 0 件である。 

 

4. 振動の状況 

（1） 環境振動の状況 

対象事業実施区域及びその周囲における環境振動の状況について、青森県、六ヶ所村、

横浜町及び野辺地町において公表された測定結果はない。 

 

（2） 道路交通振動の状況 

対象事業実施区域及びその周囲における道路交通振動の状況について、青森県、六ヶ所

村、横浜町及び野辺地町において公表された測定結果はない。 

 

（3） 振動に係る苦情の発生状況 

振動に係る公害苦情受理件数は、「令和 2 年青森県統計年鑑」（青森県、令和 2 年）によ

れば、平成 30 年度は東青地域県民局環境管理部管内（東津軽郡・野辺地町・横浜町・六ヶ

所村）で 0 件である。 
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3.1.2  水環境の状況 

1. 水象の状況 

対象事業実施区域及びその周囲の主要な河川の状況は第 3.1-8 図のとおりである。対象

事業実施区域の北側を二又川（普通河川）が流れ、尾駮沼に流入している。 

 

2. 水質の状況 

青森県では、岩木川、新井田川、十和田湖及び陸奥湾等 63 河川、7 湖沼、8 海域の計 78

水域総計 195 地点で公共用水域測定が実施されている。 

（1） 河川の水質 

対象事業実施区域及びその周囲を流れる二又川では水質測定は実施されていない。 

 

（2） 海域の水質 

対象事業実施区域及びその周囲を流れる二又川が流入する尾駮沼で水質測定が行われ

ている。平成 30 年度の水質測定結果は第 3.1-15 表に示すとおりである。 

 

第 3.1-15表 海域の水質測定結果（平成 30年度） 
水域名 むつ小川原港（2） 

環境基準 

（海域） 

測定地点名 尾駮沼 2 

類型区域 C 

測定項目 単位 最小値 最大値 平均値 m n 

水素イオン濃度(pH) ― 7.9 8.5  1 4 7.0 以上 8.3 以下 

溶存酸素量(DO) mg/L 8.5 11 9.7 0 4 2 以上 

化学的酸素要求量(COD) mg/L 2.2 4.1 3.2 0 4 8 以下 

浮遊物質量(SS) mg/L 2 7 4  4 ― 

大腸菌群数 MPN/100mL 2 未満 170 54  4 ― 

全窒素 mg/L 0.31 0.33 0.32  2 ― 

全燐 mg/L 0.021 0.023 0.022  2 ― 

全亜鉛 mg/L 0.002 0.002 0.002  1 ― 

カドミウム mg/L <0.0003 <0.0003 <0.0003 0 1 0.003 以下 

全シアン mg/L <0.1 <0.1 <0.1 0 1 検出されないこと 

鉛 mg/L <0.002 <0.002 <0.002 0 1 0.01 以下 

六価クロム mg/L <0.02 <0.02 <0.02 0 1 0.05 以下 

砒素 mg/L <0.001 <0.001 <0.001 0 1 0.01 以下 

フェノール類 mg/L <0.02 <0.02 <0.02  1 ― 

銅 mg/L <0.005 <0.005 <0.005  1 ― 

溶解性鉄 mg/L <0.1 <0.1 <0.1  1 ― 

溶解性マンガン mg/L <0.02 <0.02 <0.02  1 ― 

クロム mg/L <0.02 <0.02 <0.02  1 ― 

注：1.「＜」は定量下限値未満であることを示す。 

2.「－」は該当がないことを示す。 

3.「m」は環境基準値を超える検体数、「n」は総検体数を示す。 

出典：「平成 30 年度公共用水域及び地下水の水質測定結果」（青森県、令和 2 年） 
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第 3.1-8図 主要な河川の状況 
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（3） 地下水の水質 

対象事業実施区域及びその周囲における地下水の水質の状況として、横浜町吹越におい

て平成 25 年に概況調査が行われている。測定結果は第 3.1-16 表のとおりである。 

 

第 3.1-16表 地下水の水質測定結果（概況調査・平成 25年度） 

町村名 横浜町 

環境基準 地区名 吹越 

測定項目 測定値 

pH ― 8.2  

カドミウム mg/L <0.0003 0.003mg/L 以下 

全シアン mg/L <0.1 検出されないこと 

鉛 mg/L <0.002 0.01mg/L 以下 

六価クロム mg/L <0.02 0.05mg/L 以下 

砒素 mg/L 0.001 0.01mg/L 以下 

総水銀 mg/L <0.0005 0.0005mg/L 以下 

PCB mg/L <0.0005 検出されないこと。 

ジクロロメタン mg/L <0.001 0.02mg/L 以下 

四塩化炭素 mg/L <0.0001 0.002mg/L 以下 

塩化ビニルモノマー mg/L <0.0002 0.002mg/L 以下 

1,2-ジクロロエタン mg/L <0.0001 0.004mg/L 以下 

1,1-ジクロロエチレン mg/L <0.001 0.1mg/L 以下 

1,2-ジクロロエチレン mg/L <0.002 0.04mg/L 以下 

1,1,1-トリクロロエタン mg/L <0.0005 1mg/L 以下 

1,1,2-トリクロロエタン mg/L <0.0001 0.006mg/L 以下 

トリクロロエチレン mg/L <0.001 0.01mg/L 以下 

テトラクロロエチレン mg/L <0.0005 0.01mg/L 以下 

1,3-ジクロロプロペン mg/L <0.0001 0.002mg/L 以下 

チウラム mg/L <0.0005 0.006mg/L 以下 

シマジン mg/L <0.0001 0.003mg/L 以下 

チオベンカルブ mg/L <0.001 0.02mg/L 以下 

ベンゼン mg/L <0.001 0.01mg/L 以下 

セレン mg/L <0.002 0.01mg/L 以下 

硝酸性窒素 mg/L 0.034 ― 

亜硝酸性窒素 mg/L <0.003 ― 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 0.037 10mg/L 以下 

ふつ素 mg/L <0.15 0.8mg/L 以下 

ほう素 mg/L <0.02 1mg/L 以下 

1,4-ジオキサン mg/L <0.005 0.05mg/L 以下 

出典：「平成 25 年度公共用水域及び地下水の水質測定結果」（青森県、平成 27 年） 

 

（4） 水質に係る苦情の発生状況 

水質汚濁に係る公害苦情受理件数は、「令和 2 年青森県統計年鑑」（青森県、令和 2 年）

によれば、平成 30 年度は東青地域県民局環境管理部管内（東津軽郡・野辺地町・横浜町・

六ヶ所村）で 1 件である。 
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3.1.3  土壌及び地盤の状況 

1. 土壌の状況 

（1） 土壌 

対象事業実施区域及びその周囲における土壌の状況は第 3.1-9 図のとおりである。 

対象事業実施区域は主に黒ボク土壌、褐色森林土壌（赤褐色）からなっている。 

 

（2） 土壌汚染 

「土壌汚染対策法に基づく要措置区域・形質変更時要届出区域」（環境省、令和 2 年 9

月 30 日現在）によると、対象事業実施区域が位置する六ヶ所村及び横浜町では、「土壌汚

染対策法」（平成 14 年法律第 53 号）に基づいた要措置区域及び形質変更時要届出区域の指

定はされていない。 

 

（3） 土壌汚染に係る苦情の発生状況 

土壌汚染に係る公害苦情受理件数は、「令和 2 年青森県統計年鑑」（青森県、令和 2 年）

によれば、平成 30 年度は東青地域県民局環境管理部管内（東津軽郡・野辺地町・横浜町・

六ヶ所村）で 0 件である。 

 

2. 地盤の状況 

（1） 地盤沈下の状況 

「平成 30 年度全国の地盤沈下地域の概況」（環境省、令和 2 年）によると対象事業実施

区域が位置する六ヶ所村、横浜町及び野辺地町において地盤沈下は確認されていない。 

 

（2） 地盤沈下に係る苦情の発生状況 

地盤沈下に係る公害苦情受理件数は、「令和 2 年青森県統計年鑑」（青森県、令和 2 年）

によれば、平成 30 年度は東青地域県民局環境管理部管内（東津軽郡・野辺地町・横浜町・

六ヶ所村）で 0 件である。 
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第 3.1-9図 土壌図 
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3.1.4  地形及び地質の状況 

1. 地形の状況 

対象事業実施区域及びその周囲における地形の状況は第 3.1-10 図のとおりであり、対象

事業実施区域は主にローム台地（上位、中位）からなり、一部、三角州性低地、大起伏丘

陵地からなっている。 

 

2. 地質の状況 

対象事業実施区域及びその周囲における表層地質の状況は第 3.1-11 図のとおりである。

対象事業実施区域は主にローム質火山灰からなり、一部に砂岩・凝灰質砂岩、砂質・シル

ト質砂岩が分布している。 

 

3. 重要な地形・地質 

「日本の地形レッドデータブック第 1 集」（日本の地形レッドデータブック作成委員会、

平成 12 年）、「日本の地形レッドデータブック第 2 集」（日本の地形レッドデータブック作

成委員会、平成 14 年）において選定された保存すべき地形は存在しない。 

また、「文化財保護法」（昭和 25 年法律第 214 号）により指定されている重要な地質は

存在しない。 
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第 3.1-10図 対象事業実施区域及びその周囲における地形の状況（地形分類図） 
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第 3.1-11図 表層地質図 
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3.1.5  動植物の生息又は生育、植生及び生態系の状況 

1. 動物の生息の状況 

動物の生息の状況は、当該地域の自然特性を勘案し、対象事業実施区域及びその周囲を

対象に、文献その他の資料（「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック（2020

年版）－」（青森県、令和 2 年）、「市町村別鳥獣生息状況調査報告書」（青森県、平成元年）、

対象事業実施区域を含む旧市町村の各町村史等により整理した。 

また、「自然環境保全基礎調査」については、対象事業実施区域及びその周囲が含まれ

る市町村（横浜町、六ヶ所村、野辺地町）の 2 次メッシュ※として、「上清水目」、「狩場沢」、

「野辺地」、「平沼」、「天ヶ森」、「目ノ越」、「戸鎖」、「尾駮」、「陸奥横浜」、「出戸」、「有畑」

及び「陸奥泊」を対象とした。 

なお、対象事業実施区域及びその周囲において、種を抽出した文献その他の資料の調査

範囲及び調査対象は、第 3.1-17 表に示すとおりである。 

 

第 3.1-17表 文献その他の資料による調査範囲及び調査対象（動物） 
文献名 調査範囲、調査対象 

「生物多様性情報システム -基礎調査データベース-（第 2 回～
第 6 回動物分布調査）」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

横浜町、六ヶ所村、野辺地町が含まれる 2 次メッシュ：「上
清水目」、「狩場沢」、「野辺地」、「平沼」、「天ヶ森」、
「目ノ越」、「戸鎖」、「尾駮」、「陸奥横浜」、「出戸」、
「有畑」及び「陸奥泊」で確認された種を対象とした。 

「生物多様性情報システム -ガンカモ類の生息調査-」（環境省

HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

横浜町、六ヶ所村、野辺地町にある調査地点で平成 21 年度

～平成 30 年度調査にて確認された種を対象とした。 

「環境アセスメントデータベース 全国環境情報」（環境省 HP、
閲覧：令和 2 年 9 月） 

横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「環境アセスメントデータベース 風力発電における鳥類のセ
ンシティビティマップ」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック（2020

年版）－」（青森県、令和 2 年） 
横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「六ヶ所村史 下巻Ⅱ」（六ヶ所村、平成 9 年） 文献中に記載されている全ての種を対象とした。 

「下北丘陵の自然」（青森県、平成 13 年） 横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「市町村別鳥獣生息状況調査報告書」（青森県、平成元年） 横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「あるくみるなっとく野辺地の自然と文化」（野辺地町、平成

24 年） 
文献中に記載されている全ての種を対象とした。 

「青森県の鳥獣」（青森県、昭和 55 年） 横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「青森の野鳥」（東奥日報社、平成 13 年） 横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「青森県生物多様性戦略」（青森県、平成 30 年） 横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「青森県史 自然編 生物」（青森県、平成 15 年） 横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「平成 30 年版六ヶ所村統計書」（六ヶ所村、平成 30 年） 文献中に記載されている全ての種を対象とした。 

「Calastrina No.45～No.54」（津軽昆虫同好会、2010 年～2019 年） 横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「淡水魚 第 11 号 淡水魚分布調査 青森県の淡水魚類相につ

いて」（財団法人淡水魚保護協会、昭和 60 年） 
横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「青森県のコガタカワシンジュガイ生息地とその現状」（青森自

然誌研究、平成 25 年） 
横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「青森県のトンボ」（青森県トンボ研究会、2006 年） 横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「平成 25年度 第 5-61-51号 国道 279号道路環境調査業務委託
報告書」（日本工営株式会社、平成 26 年） 

文献中に記載されている全ての種を対象とした。 

「平成 25 年度 国道 279 号道路改良 道路環境調査業務委託」 

（アジア航測株式会社、平成 27 年） 
文献中に記載されている全ての種を対象とした。 

 
※ 2 次メッシュ：国土地理院発行 1/25,000 の地形図名称 



3.1-23 

(40) 

（1） 動物相の概要 

対象事業実施区域及びその周囲の動物相の概要は、第 3.1-18 表のとおりであり、哺乳類

38 種、鳥類 286 種、爬虫類 9 種、両生類 12 種、昆虫類 1,083 種、魚類 84 種及び底生動物

186 種の合計 1,698 種が確認されている。 

第 3.1-18表(1) 動物相の概要 

分 

類 
文献名 

確認 

種数 
主な確認種 

哺
乳
類 

「生物多様性情報システム－基礎調査データベース検索－（第 2 回動
植物分布調査）」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

4 種 
ホンシュウトガリネズミ、ホンシュウ
ジネズミ、カワネズミ、ヒメヒミズ、
ホンシュウヒミズ、アズマモグラ、キ
クガシラコウモリ、モモジロコウモ
リ、ヒナコウモリ、ウサギコウモリ、
タイワンザル、トウホクノウサギ、ク
リハラリス、ニホンリス、ホンドモモ
ンガ、ニッコウムササビ、ヤマネ、ハ
タネズミ、ホンドアカネズミ、ホンド

ヒメネズミ、クマネズミ、ツキノワグ
マ、ホンドタヌキ、ホンドキツネ、ホ
ンドテン、ホンドイタチ、ニホンイイ
ズナ、ニホンアナグマ、カモシカ等 

 

（38 種） 

「生物多様性情報システム－基礎調査データベース検索－（第 4 回動
植物分布調査）」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

14 種 

「生物多様性情報システム－基礎調査データベース検索－（第 5 回動
植物分布調査）」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

12 種 

「生物多様性情報システム－基礎調査データベース検索－（第 6 回動
植物分布調査）」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

5 種 

「環境アセスメントデータベース 全国環境情報」（環境省 HP、閲覧：
令和 2 年 9 月） 

2 種 

「六ヶ所村史 下巻Ⅱ」（六ヶ所村、平成 9 年） 22 種 

「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック（2020 年版）
－」（青森県、令和 2 年） 

1 種 

「下北丘陵の自然」（青森県、平成 13 年） 14 種 

「市町村別鳥獣生息状況調査報告書」（青森県、平成元年） 11 種 

「あるくみるなっとく野辺地の自然と文化」（野辺地町、平成 24 年） 1 種 

「青森県の鳥獣」（青森県、昭和 55 年） 4 種 

「青森県史 自然編 生物」（青森県、平成 15 年） 4 種 

「平成 25 年度 国道 279 号道路改良 道路環境調査業務委託」 
（アジア航測株式会社、平成 27 年） 

18 種 

鳥
類 

「生物多様性情報システム－基礎調査データベース検索－（第 2 回動
植物分布調査）」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

72 種 
ウズラ、ヤマドリ、キジ、ヒシクイ、
マガン、コクガン、コブハクチョウ、
コハクチョウ、オオハクチョウ、ツク
シガモ、オシドリ、オカヨシガモ、ヨ
シガモ、ヒドリガモ、アメリカヒドリ、
マガモ、カルガモ、ハシビロガモ、オ
ナガガモ、シマアジ、トモエガモ、コ
ガモ、オオホシハジロ、ホシハジロ、
キンクロハジロ、スズガモ、シノリガ
モ、ビロードキンクロ、クロガモ、コ
オリガモ、ホオジロガモ、ミコアイサ、

カワアイサ、ウミアイサ、カイツブリ、
アカエリカイツブリ等 

 

（286 種） 

「生物多様性情報システム－基礎調査データベース検索－（第 3 回動
植物分布調査）」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

23 種 

「生物多様性情報システム－ガンカモ類の生息調査－」（環境省 HP、
閲覧：令和 2 年 9 月） 

17 種 

「環境アセスメントデータベース 風力発電における鳥類のセンシテ
ィビティマップ」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

7 種 

「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック（2020 年版）
－」（青森県、令和 2 年） 

10 種 

「市町村別鳥獣生息状況調査報告書」（青森県、平成元年） 247 種 

「あるくみるなっとく野辺地の自然と文化」（野辺地町、平成 24 年） 3 種 

「青森県の鳥獣」（青森県、昭和 55 年） 60 種 

「青森の野鳥」（東奥日報社、平成 13 年） 233 種 

「青森県史 自然編 生物」（青森県、平成 15 年） 45 種 

「平成 30 年版六ヶ所村統計書」（六ヶ所村、平成 30 年） 72 種 

「平成 25 年度 第 5-61-51 号 国道 279 号道路環境調査業務委託報告
書」（日本工営株式会社、平成 26 年） 

8 種 

「平成 25 年度 国道 279 号道路改良 道路環境調査業務委託」 
（アジア航測株式会社、平成 27 年） 

81 種 

爬
虫
類 

「六ヶ所村史 下巻Ⅱ」（六ヶ所村、平成 9 年） 8 種 アカウミガメ、ヒガシニホントカゲ、

ニホンカナヘビ、シマヘビ、アオダイ
ショウ、ジムグリ、ヒバカリ、ヤマカ
ガシ、ニホンマムシ 

（9 種） 

「下北丘陵の自然」（青森県、平成 13 年） 5 種 

「青森県史 自然編 生物」（青森県、平成 15 年） 1 種 

「平成 25 年度 国道 279 号道路改良 道路環境調査業務委託」 
（アジア航測株式会社、平成 27 年） 

5 種 

両
生
類 

「生物多様性情報システム -基礎調査データベース-（第 5 回動物分布
調査）」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

6 種 
トウホクサンショウウオ、クロサンシ
ョウウオ、アカハライモリ、アズマヒ
キガエル、ニホンアマガエル、タゴガ
エル、ヤマアカガエル等 

 

（12 種） 

「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック（2020 年版）
－」（青森県、令和 2 年） 

1 種 

「下北丘陵の自然」（青森県、平成 13 年） 10 種 

「あるくみるなっとく野辺地の自然と文化」（野辺地町、平成 24 年） 1 種 

「平成 25 年度 国道 279 号道路改良 道路環境調査業務委託」 
（アジア航測株式会社、平成 27 年） 

9 種 
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第 3.1-18表(2) 動物相の概要 

分 

類 
文献名 

確認 

種数 
主な確認種 

昆
虫
類 

「生物多様性情報システム -基礎調査データベース-（第 2 回動物分布
調査）」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

6 種 
コバネアオイトトンボ、アオイトト
ンボ、オツネントンボ、キイトトン
ボ、オゼイトトンボ、アジアイトト
ンボ、マンシュウイトトンボ、モー
トンイトトンボ、カラカネイトトン
ボ、クロイトトンボ、セスジイトト

ンボ、オオイトトンボ、モノサシト
ンボ、ハグロトンボ、ニホンカワト
ンボ、ムカシトンボ、アオヤンマ、
オオルリボシヤンマ、ルリボシヤン
マ、マダラヤンマ、ギンヤンマ、コ
シボソヤンマ、ミヤマサナエ、オナ
ガサナエ、ホンサナエ、ウチワヤン
マ、ヒメサナエ、メガネサナエ、オ
ニヤンマ、オオヤマトンボ、コヤマ
トンボ等 

 

（1,083 種） 

「生物多様性情報システム -基礎調査データベース-（第 4 回動物分布
調査）」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

74 種 

「生物多様性情報システム -基礎調査データベース-（第 5 回動物分布

調査）」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 
66 種 

「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック（2020 年版）
－」（青森県、令和 2 年） 

37 種 

「下北丘陵の自然」（青森県、平成 13 年） 94 種 

「あるくみるなっとく野辺地の自然と文化」（野辺地町、平成 24 年） 2 種 

「青森県生物多様性戦略」（青森県、平成 30 年） 1 種 

「青森県史 自然編 生物」（青森県、平成 15 年） 12 種 

「平成 30 年版六ヶ所村統計書」（六ヶ所村、平成 30 年） 25 種 

「青森県のトンボ」（青森県トンボ研究会、2006 年） 13 種 

「Calastrina No.45~54」（津軽昆虫同好会、2010~2019 年） 107 種 

「平成 25 年度 国道 279 号道路改良 道路環境調査業務委託」 

（アジア航測株式会社、平成 27 年） 
828 種 

魚
類 

「生物多様性情報システム -基礎調査データベース-（第 4 回動物分布
調査）」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

33 種 
タナゴ、ゼニタナゴ、タイリクバラ
タナゴ、ハクレン、ソウギョ、アブ
ラハヤ、ジュウサンウグイ、ウグイ、
モツゴ、ニゴイ、ドジョウ、ヒガシ
シマドジョウ、ナマズ、チカ、ワカ
サギ、アユ、シラウオ、イトウ、ア
メマスヨウジウオ、ボラ、メナダ、
トウゴロウイワシ、キタノメダカ、

クルメサヨリ、サヨリ、ダツ、クロ
ソイ、マゴチ、スズキ、ブリ、マア
ジ、クロダイ、シマイサキ、イシダ
イ、メジナ、アイナメ、イソバテン
グ等 

 

（84 種） 

「生物多様性情報システム -基礎調査データベース-（第 5 回動物分布
調査）」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

4 種 

「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック（2020 年版）
－」（青森県、令和 2 年） 

7 種 

「あるくみるなっとく野辺地の自然と文化」（野辺地町、平成 24 年） 3 種 

「六ヶ所村史 下巻Ⅱ」（六ヶ所村、平成 9 年） 69 種 

「青森県史 自然編 生物」（青森県、平成 15 年） 4 種 

「淡水魚 第 11 号 淡水魚分布調査 青森県の淡水魚類相について」
（財団法人淡水魚保護協会、昭和 60 年） 

38 種 

「青森県のコガタカワシンジュガイ生息地とその現状」（青森自然誌研
究、平成 25 年） 

2 種 

「平成 25 年度 国道 279 号道路改良 道路環境調査業務委託」 

（アジア航測株式会社、平成 27 年） 
23 種 

底
生
動
物 

「生物多様性情報システム -基礎調査データベース-（第 4 回動物分布

調査）」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 
27 種 

ナミイソカイメン、ヤマキサゴ、マ

ルタニシ、オオタニシ、カワニナ、

カワグチツボ、カワザンショウガイ、
エゾミズゴマツボ、モノアラガイ、
ヒダリマキモノアラガイ、ヒラマキ

ミズマイマイ、ヒラマキガイモドキ、
カワコザラガイ、スジケシガイ、ク
リイロキセルガイモドキ、エゾコギ
セル、ツムガタモドキギセル、ヒメ

ギセル、オカチョウジガイ、パツラ
マイマイ、コハクガイ、ニッポンマ
イマイ等 

 

（186 種） 

「生物多様性情報システム -基礎調査データベース-（第 5 回動物分布

調査）」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 
2 種 

「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック（2020 年版）
－」（青森県、令和 2 年） 

10 種 

「あるくみるなっとく野辺地の自然と文化」（野辺地町、平成 24 年） 1 種 

「六ヶ所村史 下巻Ⅱ」（六ヶ所村、平成 9 年） 42 種 

「青森県史 自然編 生物」（青森県、平成 15 年） 9 種 

「平成 30 年版六ヶ所村統計書」（六ヶ所村、平成 30 年） 2 種 

「青森県のコガタカワシンジュガイ生息地とその現状」（青森自然誌研

究、平成 25 年） 
1 種 

「平成 25 年度 国道 279 号道路改良 道路環境調査業務委託」 

（アジア航測株式会社、平成 27 年） 
122 種 

合 

計 

1,698 種 

注：哺乳類、爬虫類、両生類、昆虫類、魚類、底生動物（貝類を除く）の種名は「河川水辺の国勢調査のための

生物リスト 令和元年度生物リスト」（河川環境データベース国土交通省、令和元年）、貝類の種名は「日本産

野生生物目録 無脊椎動物編Ⅲ」（環境庁、平成 10 年）、鳥類の種名は「日本鳥類目録改訂第７版」（日本鳥学

会 2012）に準拠した。 
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哺乳類のうちコウモリについては「環境アセスメントデータベース 全国環境情報」（環

境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月閲覧）によると、第 3.1-12 図のとおり、対象事業実施区域で

は確認されていないが、その周囲でヒナコウモリ及びキクガシラコウモリが確認されている。 

「生物多様性情報システム－ガンカモ類の生息調査－」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月）

には、ガン・カモ・ハクチョウ類の渡来数が掲載されており、対象事業実施区域及びその周

囲にある調査地点としては、第 3.1-13 図のとおり 11 地点が挙げられる。平成 21 年から平成

30 年までの調査結果は第 3.1-19 表のとおりである。渡来数が多い種は、オオハクチョウ、ス

ズガモ、マガモ、キンクロハジロ、カルガモ等である。対象事業実施区域から 5km 圏内に見

られる調査地点（尾駮沼及び鷹架沼）では、オオハクチョウ、コハクチョウ、マガモ、カル

ガモ、オカヨシガモ、ヒドリガモ、オナガガモ、ホシハジロ、キンクロハジロ、スズガモ、

ホオジロガモ、ウミアイサ、カワアイサ、ミコアイサの計 14 種のガンカモ類の渡来が確認

されている。ガン類・ハクチョウ類の渡りについては「平成 26 年度風力発電施設に係る渡

り鳥・海ワシ類の情報整備委託業務報告書」（環境省自然環境局、平成 27 年）によると、第

3.1-14 図のとおり、ガン類・ハクチョウ類の主要な渡り経路は対象事業実施区域では確認さ

れていないが、その周囲で確認されている。「環境アセスメントデータベース センシティ

ビティマップ」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月）によると、第 3.1-15 図のとおり、対象事

業実施区域の南東に位置する尾駮沼上空がオオハクチョウ、マガンの日中の渡りルートとな

っている。 

「環境アセスメントデータベース センシティビティマップ」（環境省 HP、閲覧：令和 2

年 9 月）によると、第 3.1-16 図のとおり、対象事業実施区域及びその周囲でイヌワシ、チュ

ウヒ、オジロワシ、クマタカ、オオワシの生息が確認されており、このうち、チュウヒ、オ

ジロワシ、オオワシが、対象事業実施区域が位置するメッシュで確認されている。また、こ

れらの生息情報をもとに作成した注意喚起レベルは、対象事業実施区域が位置するメッシュ

で「注意喚起レベル A2」及び「注意喚起レベル A3」となっている（第 3.1-17 図）。 

「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成 23 年、平成 27

年修正版）によると第 3.1-18 図及び第 3.1-19 図のとおり、イヌワシ、クマタカについては、

対象事業実施区域は「生息確認」及び一時滞在のメッシュに含まれていない。また、オオタ

カについては、「環境省報道発表資料－オオタカ保護指針策定調査の結果について－」（環境

省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月）によると、第 3.1-20 図のとおり、対象事業実施区域及びその

周囲において生息は確認されなかった。 



3.1-26 

(43) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.1-12図 コウモリ分布情報 



3.1-27 

(44) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.1-13図 ガンカモ類の調査地点 
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第 3.1-19表(1) ガン・カモ・ハクチョウ類の渡来数 
（単位：個体） 

調査地点名 

（対象事業

実施区域ま

でのおよそ

の距離） 

調査年 

オ
オ
ハ
ク
チ

ウ 

コ
ハ
ク
チ

ウ 

コ
ク
ガ
ン 

マ
ガ
モ 

カ
ル
ガ
モ 

オ
カ
ヨ
シ
ガ
モ 

ヒ
ド
リ
ガ
モ 

オ
ナ
ガ
ガ
モ 

ホ
シ
ハ
ジ
ロ 

キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ 

ス
ズ
ガ
モ 

ク
ロ
ガ
モ 

シ
ノ
リ
ガ
モ 

ホ
オ
ジ
ロ
ガ
モ 

ウ
ミ
ア
イ
サ 

カ
ワ
ア
イ
サ 

ミ
コ
ア
イ
サ 

三保川 

(8.2km) 

平成 21 年 38   80 83      150       

平成 22 年 73  20 120 110             

平成 23 年 23    7             

平成 24 年                  

平成 25 年                  

平成 26 年                  

平成 27 年                  

平成 28 年                  

平成 29 年                  

平成 30 年                  

泊海岸 

(13.7km) 

平成 21 年             19  2   

平成 22 年           30       

平成 23 年             6     

平成 24 年             8  11   

平成 25 年        23     19     

平成 26 年             9     

平成 27 年                  

平成 28 年           30  5     

平成 29 年                  

平成 30 年            10   3   

内沼 

(12.5km) 

平成 21 年                  

平成 22 年                  

平成 23 年     2             

平成 24 年                  

平成 25 年                  

平成 26 年                  

平成 27 年                  

平成 28 年                  

平成 29 年                  

平成 30 年                  

横浜海岸 

(7.6km) 

平成 21 年 30  82 61 70      143   15 28   

平成 22 年   54 125 83      210    18   

平成 23 年   13         4      

平成 24 年 2    2             

平成 25 年                  

平成 26 年 2  9 20 2             

平成 27 年     6             

平成 28 年                  

平成 29 年                  

平成 30 年                  

野辺地湾 

(16.7km) 

平成 21 年 23    9     30 30       

平成 22 年 27    10   2  60        

平成 23 年 23  20  10     100 30       

平成 24 年 29  16  4     32     2   

平成 25 年 20    8     16        

平成 26 年 8   6 15     15        

平成 27 年 15  20 4 6  6  4 32        

平成 28 年 14  7  6     23        

平成 29 年 16  10 4 7  7  6 30     2   

平成 30 年 26  16 4 18  4   26        
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第 3.1-19表(2) ガン・カモ・ハクチョウ類の渡来数 
（単位：個体） 

調査地点名 

（対象事業

実施区域ま

でのおよそ

の距離） 

調査年 

オ
オ
ハ
ク
チ

ウ 

コ
ハ
ク
チ

ウ 

コ
ク
ガ
ン 

マ
ガ
モ 

カ
ル
ガ
モ 

オ
カ
ヨ
シ
ガ
モ 

ヒ
ド
リ
ガ
モ 

オ
ナ
ガ
ガ
モ 

ホ
シ
ハ
ジ
ロ 

キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ 

ス
ズ
ガ
モ 

ク
ロ
ガ
モ 

シ
ノ
リ
ガ
モ 

ホ
オ
ジ
ロ
ガ
モ 

ウ
ミ
ア
イ
サ 

カ
ワ
ア
イ
サ 

ミ
コ
ア
イ
サ 

尾駮沼 

(2.1km) 

平成 21 年 46                 

平成 22 年 110   10 10   60   20    8   

平成 23 年 100   10 7   30   3    10   

平成 24 年 130   18    15   5    12   

平成 25 年                  

平成 26 年 70   12 7   10          

平成 27 年 55                 

平成 28 年 55   10 5   30      20  4  

平成 29 年  35       15 20 10   5    

平成 30 年  40  5 10  20  10     10    

高瀬川 

(12.0km) 

平成 21 年 1                 

平成 22 年     1     2    1    

平成 23 年                  

平成 24 年                  

平成 25 年 10                 

平成 26 年 2    2             

平成 27 年 35                 

平成 28 年 4                 

平成 29 年 5         5        

平成 30 年                  

鷹架沼 

(3.4km) 

平成 21 年 100   60 50   80          

平成 22 年 200   200 30   100          

平成 23 年 150   50 30   50  200        

平成 24 年 200   30 20             

平成 25 年 80   30              

平成 26 年 100   30 15   20          

平成 27 年 70   400              

平成 28 年 100   5 20   70 100  200   50  10  

平成 29 年  150  7 20 4   150 150 300   30  20 1 

平成 30 年  130  15 30 5   140 120 250   35  20  

市柳沼 

(8.6km) 

平成 21 年                  

平成 22 年                  

平成 23 年                  

平成 24 年                  

平成 25 年                  

平成 26 年                  

平成 27 年                  

平成 28 年                  

平成 29 年                  

平成 30 年                  

田面木沼 

(11.3km) 

平成 21 年                  

平成 22 年                  

平成 23 年                  

平成 24 年                  

平成 25 年                  

平成 26 年                  

平成 27 年                  

平成 28 年                  

平成 29 年                  

平成 30 年                  
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第 3.1-19表(3) ガン・カモ・ハクチョウ類の渡来数 
（単位：個体） 

調査地点名 

（対象事業

実施区域ま

でのおよそ

の距離） 

調査年 

オ
オ
ハ
ク
チ

ウ 

コ
ハ
ク
チ

ウ 

コ
ク
ガ
ン 

マ
ガ
モ 

カ
ル
ガ
モ 

オ
カ
ヨ
シ
ガ
モ 

ヒ
ド
リ
ガ
モ 

オ
ナ
ガ
ガ
モ 

ホ
シ
ハ
ジ
ロ 

キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ 

ス
ズ
ガ
モ 

ク
ロ
ガ
モ 

シ
ノ
リ
ガ
モ 

ホ
オ
ジ
ロ
ガ
モ 

ウ
ミ
ア
イ
サ 

カ
ワ
ア
イ
サ 

ミ
コ
ア
イ
サ 

むつ小川原

港 

(8.1km) 

平成 21 年             1  6   

平成 22 年           300       

平成 23 年           80    10   

平成 24 年               13   

平成 25 年    5    20    16   4   

平成 26 年           70       

平成 27 年           50    6   

平成 28 年           50    12   

平成 29 年       20  10  30       

平成 30 年       70        10   

注：1．調査は各年 1 月に行われている。 

2．調査対象種のうち、確認されていない種については割愛した。 

資料：「生物多様性情報システム－ガンカモ類の生息調査－平成 21 年～平成 30 年調査結果」（環境省 HP：令和 2

年 9 月閲覧） 

https://www.biodic.go.jp/gankamo/gankamo_top.html 
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第 3.1-14図 東北地方におけるガン類・ハクチョウ類の渡り状況 
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第 3.1-15図(1) 日中の渡りルート（猛禽類以外） 
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第 3.1-15図(2) 日中の渡りルート（猛禽類） 



3.1-34 

(51) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.1-15図(3) 夜間の渡りルート（春季・秋季） 
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第 3.1-16図(1) イヌワシ生息分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.1-16図(2) チュウヒ生息分布 
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第 3.1-16図(3) オジロワシ生息分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.1-16図(4) クマタカ生息分布 
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第 3.1-16図(5) オオワシ生息分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.1-17図 センシティビティマップにおける注意喚起分布図 
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資料：「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成 27 年修正版） 

第 3.1-18図 2次メッシュにおけるイヌワシの生息分布 

 

 

 
資料：「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成 27 年修正版） 

第 3.1-19図 2次メッシュにおけるクマタカの生息分布 

 

 

 
資料：「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成 27 年修正版） 

第 3.1-20図 2次メッシュにおけるオオタカの生息分布 

対象事業実施区域 

● 

対象事業実施区域 

● 

対象事業実施区域 

● 
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（2） 動物の重要な種 

動物の重要な種は、「（1）動物相の概要」の既存資料で確認された種について、第 3.1-20

表の選定根拠に基づき、学術上または希少性の観点から選定した。その結果は第 3.1-21 表

のとおり、哺乳類 10 種、鳥類 115 種、爬虫類 2 種、両生類 5 種、昆虫類 90 種、魚類 23

種及び底生動物 31 種の合計 276 種が確認されている。 

 

第 3.1-20表 動物の重要な種の選定基準 

選定基準 文献その他の資料 

① 「文化財保護法」（昭和 25 年法律第
214 号）に基づく天然記念物 

※同法による指定種及び同法の規
定に基づき制定された地方公共団
体の文化財保護条例に基づく指定
種 

国天：国指定天然記念物 

国特天：国指定特別天然記念物 

県天：青森県指定天然記念物 

野天：野辺地町指定天然記念物 

六天：六ヶ所村指定天然記念物 

横天：横浜町指定天然記念物 

「国指定文化財等データベ
ース」（文化庁 HP） 

「あおもりの文化財」（青森
県 HP） 

「野辺地町指定文化財」（野
辺地町 HP） 

「六ヶ所村指定文化財」（六

ヶ所村 HP） 

「横浜町指定文化財」（横浜
町 HP） 

※ホームページはいずれも

令和 2 年 9 月に閲覧 

② 「絶滅のおそれのある野生動植物

の種の保存に関する法律」（平成 4

年法律第 75 号）に基づく国内希少
野生動植物種 

国内：国内希少野生動植物種 

国際：国際希少野生動植物種 

緊急：緊急指定種 

「絶滅のおそれのある野生

動植物の種の保存に関する
法律施行令」（平成 5 年政令
第 17 号） 

③ 「環境省レッドリスト 2020」（環境
省、令和 2 年）の掲載種 

EX：絶滅…我が国ではすでに絶滅したと考えられる種 

EW：野生絶滅…飼育・栽培下でのみ存続している種 

CR+EN：絶滅危惧種Ⅰ類…絶滅の危機に瀕している種 

（現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き
作用する場合、野生での存続が困難なもの） 

CR：絶滅危惧 IA 類…ごく近い将来における野生での絶
滅の危険性が極めて高いもの 

EN：絶滅危惧 IB 類…IA 類ほどではないが、近い将来に
おける野生での絶滅の危険性が高いもの 

VU：絶滅危惧Ⅱ類…絶滅の危険が増大している種（現在
の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場
合、近い将来「絶滅危惧Ⅰ類」のカテゴリーに移行する

ことが確実と考えられるもの） 

NT：準絶滅危惧…存続基盤が脆弱な種（現時点での絶滅
危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶 滅

危惧」に移行する可能性のある種） 

DD：情報不足…評価するだけの情報が不足している種 

LP：絶滅のおそれのある地域個体群…地域的に孤立して
いる個体群で、絶滅のおそれが高いもの 

「環境省報道発表資料 環
境省レッドリスト 2020 の公
表について」（環境省、令和
2 年） 

④ 「青森県の希少な野生生物－青森
県レッドデータブック（2020 年版）
－」（青森県、令和 2 年）の掲載種 

絶滅野生生物 EX ランク: 

 県内では、すでに絶滅したと考えられる野生生物 

最重要希少野生生物 A ランク: 

 県内では、絶滅の危機に瀕している野生生物 

重要希少野生生物 B ランク: 

 県内では、絶滅の危機が増大している野生生物 

希少野生生物 C ランク: 

県内では、生息・生育を存続する基盤が脆弱な野生生物 

要調査野生生物 D ランク: 

 県内では、生息・生育情報が不足している野生生物 

地域限定希少野生生物 LP ランク: 

 県内では、地域内に孤立している個体群で、地域レベル
での絶滅のおそれが高い野生生物  

「青森県の希少な野生生物
－青森県レッドデータブッ
ク（2020 年版）－」（青森県、

令和 2 年） 
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第 3.1-21表(1) 文献その他の資料による動物の重要な種 

No. 分類 目名 科名 種名 
重要種選定基準 

① ② ③ ④ 

1 哺乳類 

（9 種） 

モグラ（食虫） トガリネズミ カワネズミ    D 

2 コウモリ（翼手） ヒナコウモリ ヒナコウモリ    B 

3   モリアブラコウモリ※1   VU A 

4   ウサギコウモリ    B※2 

5 ネズミ（齧歯） リス ホンドモモンガ    D※3 

6   ニッコウムササビ    C※4 

7  ヤマネ ヤマネ 国天    

8 ネコ（食肉） クマ ツキノワグマ  国際 LP※5 LP 

9  イタチ ニホンイイズナ   NT※6 D※7 

10 ウシ（偶蹄） ウシ カモシカ 特天    

11 鳥類 

（115 種） 

キジ キジ ウズラ   VU A 

12   ヤマドリ    C 

13 カモ カモ ヒシクイ 国天  VU C 

14   マガン 国天  NT C 

15   コクガン 国天  VU C 

16   コハクチョウ 県天※8    

17   オオハクチョウ 県天※8    

18   ツクシガモ   VU  

19   オシドリ   DD  

20   オカヨシガモ    C 

21   ヨシガモ    C 

22   ハシビロガモ    C 

23   シマアジ    C 

24   トモエガモ   VU C 

25   シノリガモ   LP※9 B 

26   ビロードキンクロ    C 

27   コオリガモ    C 

28 カイツブリ カイツブリ カンムリカイツブリ   LP※10 C 

29 ハト ハト アオバト    C 

30 ミズナギドリ ミズナギドリ シロハラミズナギドリ   DD  

31  ウミツバメ クロコシジロウミツバメ  国内 CR  

32   ヒメクロウミツバメ   VU  

33   コシジロウミツバメ    A 

34 コウノトリ コウノトリ コウノトリ 特天 国内 CR  

35 カツオドリ ウ ヒメウ   EN D 

36 ペリカン サギ サンカノゴイ   EN A 

37   ヨシゴイ   NT B 

38   オオヨシゴイ  国内 CR A 

39   チュウサギ   NT  

40  トキ ヘラサギ   DD  

41   クロツラヘラサギ  国内 EN  

42 ツル クイナ クイナ    B 

43   ヒメクイナ    A 

44   ヒクイナ   NT A 

45   バン    C 

46 カッコウ カッコウ ジュウイチ    C 

47 ヨタカ ヨタカ ヨタカ   NT B 

48 チドリ チドリ タゲリ    C 

49   ケリ   DD B 

50   イカルチドリ    B 

51   シロチドリ   VU  

52   メダイチドリ  国際   

53   オオメダイチドリ  国際   

54  セイタカシギ セイタカシギ   VU B 
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第 3.1-21表(2) 文献その他の資料による動物の重要な種 

No. 分類 目名 科名 種名 
重要種選定基準 

① ② ③ ④ 

55 鳥類 チドリ シギ ヤマシギ    B 

56   オオジシギ   NT B 

57   シベリアオオハシシギ   DD  

58   オグロシギ    C 

59   オオソリハシシギ  国際※11 VU  

60   ダイシャクシギ    B 

61   ホウロクシギ  国際 VU B 

62   ツルシギ   VU  

63   アカアシシギ   VU B 

64   カラフトアオアシシギ  国内 CR  

65   タカブシギ   VU  

66   ソリハシシギ    C 

67   オバシギ  国際  C 

68   コオバシギ  国際  C 

69   オジロトウネン    C 

70   ヒバリシギ    C 

71   ウズラシギ    C 

72   サルハマシギ  国際  B 

73   ハマシギ   NT  

74   ヘラシギ  国内 CR A 

75   キリアイ    B 

76  ツバメチドリ ツバメチドリ   VU B 

77  カモメ オオセグロカモメ   NT  

78   コアジサシ   VU A 

79  ウミスズメ ウミガラス  国内 CR  

80   ケイマフリ   VU A 

81   マダラウミスズメ   DD  

82   ウミスズメ   CR  

83 タカ ミサゴ ミサゴ   NT B 

84  タカ ハチクマ   NT C 

85   オジロワシ 国天 国内 VU A 

86   オオワシ 国天 国内 VU B 

87   チュウヒ  国内 EN B 

88   ハイイロチュウヒ    B 

89   ツミ    B 

90   ハイタカ   NT B 

91   オオタカ   NT B 

92   ケアシノスリ    B 

93   イヌワシ 国天 国内 EN A 

94   クマタカ  国内 EN A 

95 フクロウ フクロウ オオコノハズク    B 

96   コノハズク    A 

97   フクロウ    C 

98   アオバズク    B 

99   トラフズク    C 

100 ブッポウソウ カワセミ アカショウビン    B 

101   ヤマセミ    C 

102 キツツキ キツツキ アリスイ    C 

103   オオアカゲラ    C 

104 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ    C 

105   コチョウゲンボウ    C 

106   チゴハヤブサ    C 

107   ハヤブサ  国内 VU B 

108 スズメ サンショウクイ サンショウクイ   VU B 
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第 3.1-21表(3) 文献その他の資料による動物の重要な種 

No. 分類 目名 科名 種名 
重要種選定基準 

① ② ③ ④ 

109 鳥類 スズメ カササギヒタキ サンコウチョウ    B 

110  モズ チゴモズ   CR A 

111   アカモズ   EN A 

112  センニュウ マキノセンニュウ   NT  

113   オオセッカ  国内 EN A 

114  セッカ セッカ    D 

115  キバシリ キバシリ    C 

116  ヒタキ マミジロ    C 

117   クロツグミ    C 

118   コマドリ    C 

119  セキレイ セグロセキレイ    C 

120  アトリ イスカ    D 

121  ホオジロ シマアオジ  国内 CR D 

122   ノジコ   NT C 

123   クロジ    C 

124   コジュリン   VU B 

125   オオジュリン    B 

126 爬虫類 

（2 種） 

カメ ウミガメ アカウミガメ  国際※12 EN  

127 有鱗 ナミヘビ ヒバカリ    D 

128 両生類 

（5 種） 

有尾 サンショウウオ トウホクサンショウウオ   NT C 

129   クロサンショウウオ   NT C 

130  イモリ アカハライモリ   NT C 

131 無尾 アカガエル トノサマガエル   NT C 

132   ツチガエル    C 

133 昆虫類 

（90 種） 

トンボ（蜻蛉） アオイトトンボ コバネアオイトトンボ   EN A 

134  イトトンボ キイトトンボ    B 

135   ルリイトトンボ    C 

136   モートンイトトンボ   NT C 

137   カラカネイトトンボ    A 

138  カワトンボ ハグロトンボ    C 

139  ヤンマ アオヤンマ   NT  

140   マダラヤンマ   NT  

141   コシボソヤンマ    B 

142   ヤブヤンマ    A 

143  サナエトンボ オナガサナエ    C 

144   ホンサナエ    A 

145   ウチワヤンマ    C 

146   ヒメサナエ    A 

147   メガネサナエ   VU EX 

148  エゾトンボ コヤマトンボ    C 

149   モリトンボ    A 

150  トンボ ショウジョウトンボ    C 

151   ハラビロトンボ    C 

152   ハッチョウトンボ    A 

153   コノシメトンボ    B 

154   ムツアカネ    EX 

155   マイコアカネ    B 

156   ヒメアカネ    C 

157   オオキトンボ   EN B 

158 バッタ（直翅目） コオロギ エゾエンマコオロギ本土亜種    D※13 

159 ナナフシ（竹節虫目）  ナナフシ ヤスマツトビナナフシ    C 

160 カメムシ（半翅） マキバサシガメ タイワンナガマキバサシガメ    B 

161   ツマグロマキバサシガメ   NT C 

162  アメンボ ババアメンボ   NT C 
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第 3.1-21表(4) 文献その他の資料による動物の重要な種 

No. 分類 目名 科名 種名 
重要種選定基準 

① ② ③ ④ 

163 昆虫類 カメムシ（半翅） コオイムシ コオイムシ   NT C 

164 チョウ（鱗翅） マダラガ ルリハダホソクロバ   NT B 

165   ベニモンマダラ道南亜種   VU B 

166  セセリチョウ ホシチャバネセセリ   EN A 

167   ギンイチモンジセセリ   NT B 

168   ミヤマチャバネセセリ    C 

169   オオチャバネセセリ    C 

170   
スジグロチャバネセセリ北海道・本州・

九州亜種 
  NT※14 C※15 

171  シジミチョウ ウラジロミドリシジミ    C 

172   ハヤシミドリシジミ    C 

173   ミヤマカラスシジミ    C 

174   ゴマシジミ北海道・東北亜種   NT C※16 

175   ヒメシジミ本州・九州亜種   NT C※17 

176  タテハチョウ ウラギンスジヒョウモン   VU C 

177   ヒョウモンチョウ東北以北亜種   NT※18 C※19 

178   キマダラモドキ   NT  

179   ヒカゲチョウ    C 

180   オオミスジ    C 

181  シロチョウ スジボソヤマキチョウ    B 

182   ヒメシロチョウ北海道・本州亜種   EN※20 C※20 

183  シャクガ ヨツモンマエジロアオシャク    D 

184   ヒメウラベニエダシャク    D 

185  ヤママユガ オナガミズアオ本土亜種   NT※21 C 

186  スズメガ ヒメスズメ   NT D 

187   イブキスズメ    D 

188  ヒトリガ シロホソバ   NT C 

189  ドクガ スゲドクガ   NT D 

190  ヤガ クビグロケンモン   NT B 

191   ウスジロケンモン   NT C 

192   セブトモクメヨトウ    D 

193   ガマヨトウ   VU C 

194   キスジウスキヨトウ   VU C 

195   シロオビヨトウ   NT D 

196   マガリスジコヤガ   VU C 

197   タテスジケンモン    D 

198   ハスオビアツバ    D 

199 ハエ（双翅） クロバエ カエルキンバエ   DD D 

200 コウチュウ（鞘翅） オサムシ アカガネオサムシ本州亜種   VU C 

201   マークオサムシ   VU※22 B 

202   セアカオサムシ   NT C 

203  ハンミョウ ナミハンミョウ    C 

204   エリザハンミョウ    B※23 

205  ゲンゴロウ シマゲンゴロウ   NT C 

206   ケシゲンゴロウ   NT C 

207   ヒメケシゲンゴロウ   VU C 

208  ミズスマシ オオミズスマシ   NT C 

209   ミズスマシ   VU C 

210  コツブゲンゴロウ ヒゲブトコツブゲンゴロウ    C 

211  ガムシ ガムシ   NT C 

212  コガネムシ ダイコクコガネ   VU C 

213  ホタル ゲンジボタル 県天※24   C 

214  テントウムシ ムナグロチャイロテントウ    D 

215  カミキリムシ トウホクトラカミキリ    C 
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第 3.1-21表(5) 文献その他の資料による動物の重要な種 

No. 分類 目名 科名 種名 
重要種選定基準 

① ② ③ ④ 

216 昆虫類 コウチュウ（鞘翅） ハムシ イカリアオカメノコハムシ    B 

217   オオルリハムシ   NT C 

218   キアシネクイハムシ    C 

219   キンイロネクイハムシ   NT D 

220 ハチ（膜翅） アリ エゾアカヤマアリ   VU C 

221  ギングチバチ ニトベギングチ   DD C 

222  ケアシハナバチ シロスジフデアシハナバチ    D 

- 魚類 

（23 種） 

ヤツメウナギ ヤツメウナギ スナヤツメ北方種   VU B 

223   スナヤツメ類   VU/VU※2 5 B 

224   カワヤツメ   VU C 

225 ウナギ ウナギ ニホンウナギ   EN A 

226 ニシン ニシン ニシン    LP※26 

227 コイ コイ キンブナ   VU D 

228   タナゴ   EN A 

229   ゼニタナゴ   CR  

230   ジュウサンウグイ   LP※27 D 

231  ドジョウ ドジョウ属の一種※28   NT/DD※2 9 -/D※30 

232  フクドジョウ エゾホトケドジョウ   EN C 

233 サケ サケ イトウ   EN EX 

-   サクラマス   NT※31  

234   サクラマス（ヤマメ）   NT  

- トゲウオ トゲウオ ニホンイトヨ   LP※32 A 

235   イトヨ類※33   -/LP※32 -/A※34 

236   トミヨ属淡水型   LP B 

237 ダツ メダカ キタノメダカ   VU B 

238  サヨリ クルメサヨリ   NT D 

239 スズキ カジカ カンキョウカジカ   LP※38 C 

-   ハナカジカ   LP※39 A 

240   カジカ類※35   NT/EN※36 C/B※37 

241  ハゼ ヒモハゼ   NT C 

242   シロウオ   VU C 

243   チチブ    D 

244   スミウキゴリ   LP※40  

245   ジュズカケハゼ   NT C 

246 底生動物 

（31 種） 

新生腹足 タニシ マルタニシ   VU  

247   オオタニシ   NT  

248  ワカウラツボ カワグチツボ   NT  

249  エゾマメタニシ エゾマメタニシ   NT D 

250  ミズゴマツボ エゾミズゴマツボ    D 

251  ミズシタダミ ニホンミズシタダミ   VU D 

252 汎有肺 モノアラガイ モノアラガイ   NT  

253  ヒラマキガイ ヒダリマキモノアラガイ   CR+EN D 

254   ヒラマキミズマイマイ   DD  

255   ヒラマキガイモドキ   NT  

256 柄眼（マイマイ） キバサナギガイ ナガナタネガイ   LP※41 D 

257  キセルガイモドキ クリイロキセルガイモドキ   NT※42  

258  キセルガイ エゾコギセル   CR+EN C 

259 イシガイ カワシンジュガイ カワシンジュガイ   EN C 

260   コガタカワシンジュガイ   EN A 

261  イシガイ カラスガイ   EN  

262   マツカサガイ   NT  

263 マルスダレガイ フナガタガイ ウネナシトマヤガイ   NT  

264  シジミ ヤマトシジミ   NT  

265  マルスダレガイ ハマグリ   VU B 
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第 3.1-21表(6) 文献その他の資料による動物の重要な種 

No. 分類 目名 科名 種名 
重要種選定基準 

① ② ③ ④ 

266 底生動物 マルスダレガイ ニッコウガイ タカホコシラトリ   CR+EN A 

267 オオノガイ クチベニガイ ヌマコダキガイ   CR+EN  

268 ヨコエビ キタヨコエビ アナンデールヨコエビ   NT  

269 エビ ヌマエビ ヌカエビ    C 

270  アメリカザリガニ ザリガニ   VU※43 B※43 

271  サワガニ サワガニ    C 

272  ムツハアリアケガニ アリアケモドキ    D 

273 トンボ エゾトンボ コヤマトンボ    C 

274 コウチュウ ゲンゴロウ マルガタゲンゴロウ   VU C 

275  ガムシ コガムシ   DD  

276   ガムシ   NT C 

合計 53 目 122 科 275 種 12 種 24 種 162 種 229 種 

注：1．選定基準は、第 3.1-20 表に対応する。 

2．哺乳類、爬虫類、両生類、昆虫類、魚類及び底生動物（貝類を除く）の種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リス

ト 令和元年度生物リスト」（河川環境データベース 国土交通省、令和元年）、鳥類は「日本鳥類目録 改訂第 7 版」

（日本鳥学会、平成 24 年）に準拠した。 

3．表中、※は以下のとおりである。 

※1：専門家へのヒアリング結果にもとづき追加した種。 

※2：ニホンウサギコウモリで掲載。 

※3：ニホンモモンガで掲載。 

※4：ムササビで掲載。  

※5：下北半島のツキノワグマで掲載。 

※6：ニホンイイズナ（本州亜種）で掲載。 

※7：イイズナで掲載。  

※8：青森県指定天然記念物の「小川原湖のハクチョウ」にかかる種を重要種として取り上げ、県天とした。 

※9：東北地方以北のシノリガモ繁殖個体群で掲載。 

※10：青森県のカンムリカイツブリ繁殖個体群で掲載。 

※11：オオソリハシシギの亜種である Limosa lapponica bauer 及び Limosa lapponica menzbieri で掲載。 

※12：ウミガメ科全種で掲載。 

※13：エゾエンマコオロギで掲載。 

※14：スジグロチャバネセセリ名義タイプ亜種で掲載。 

※15：スジグロチャバネセセリで掲載。 

※16：ゴマシジミで掲載。 

※17：ヒメシジミで掲載。 

※18：ヒョウモンチョウ北海道・本州北部亜種で掲載。 

※19：ヒョウモンチョウで掲載。 

※20：ヒメシロチョウで掲載。 

※21：オナガミズアオで掲載。 

※22：マークオサムシ本州亜種で掲載。 

※23：ヒメハンミョウ海浜型で掲載。  

※24：青森県指定天然記念物の「横浜町のゲンジボタルおよびその生息地」にかかる種として県天とした。  

※25：スナヤツメ北方種及びスナヤツメ南方種で掲載。  

※26：ニシン LP（尾駮沼系群）で掲載。  

※27：本州のジュウサンウグイとして掲載。 

※28：文献記載名はドジョウであるが、近年細分化され「ドジョウ」または「キタドジョウ」のいずれかであるためドジ

ョウ属の一種として掲載した。 

※29：ドジョウは NT、キタドジョウは DD で掲載。 

※30：ドジョウは掲載なし、キタドジョウは D で掲載。 

※31：サクラマス（ヤマメ）として掲載。 

※32：本州のニホンイトヨで掲載。 

※33：イトヨ類は、「イトヨ」または「ニホンイトヨ」のいずれかである。 

※34：ニホンイトヨで掲載。  

※35：カジカ類は、「カジカ」「カジカ中卵型」「ウツセミカジカ（回遊型）」のいずれかである。 

※36：カジカはカジカ大卵型、ウツセミカジカ（回遊型）はカジカ小卵型で記載。カジカは NT、カジカ中卵型及びウツ
セミカジカ（回遊型）は EN で掲載。 

※37：カジカはカジカ大卵型、ウツセミカジカ（回遊型）はカジカ小卵型で記載。カジカは C ランク、カジカ中卵型及び
ウツセミカジカ（回遊型）は B ランクで掲載。  

※38：東北・北陸地方のカンキョウカジカで掲載。 

※39：東北地方のハナカジカで掲載。 

※40：北海道南部・東北地方のスミウキゴリで掲載。  

※41：東北地方以南のナガナタネガイで掲載。 

※42：クリイロキセルモドキで掲載。 

※43：ニホンザリガニで掲載。 
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（3） 動物の注目すべき生息地 

動物に係る天然記念物の一覧は第 3.1-22 表、動物の注目すべき生息地は第 3.1-23 表、位

置は第 3.1-21 図のとおりである。なお、小川原湖湖沼群については、日本の重要な湿地と

しての指定範囲が明瞭に確認できなかったため、主な湖沼の位置を図に記載した。 

対象事業実施区域及びその周囲には、県指定の天然記念物である「横浜町のゲンジボタ

ルおよびその生息地」及び「小川原湖のハクチョウ」が存在する。また、動物の注目すべ

き生息地として、青森県指定の鳥獣保護区である「ヒバリ平」及び「有畑」、日本の重要な

湿地である「陸奥湾」及び「小川原湖湖沼群」、重要野鳥生息地（IBA）である「仏沼・小

川原湖湖沼群」、生物多様性の保全の鍵になる重要な地域（KBA）である「下北の湿地」

が存在する。 

 

第 3.1-22表 動物に係る天然記念物 

市町 指定 名称 指定年月日 所在地 

横浜町 県天然記念物 
横浜町のゲンジボタルおよびそ

の生息地 
平成 8 年 5 月 22 日 

上北郡横浜町上田ノ

沢・吹越・長下地区 

東北町・ 

三沢市 
県天然記念物 小川原湖注 のハクチョウ 昭和 47 年 12 月 6 日 三沢市・上北郡 

注：小川原湖が位置する東北町は調査対象町村ではないが、第 3.1-21 図に含まれるため対象とした。 

出典：「あおもりの文化財」（青森県 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

https://www.pref.aomori.lg.jp/bunka/education/kentennen_index_1.html 
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第 3.1-23表 動物の注目すべき生息地 

市町 指定 名称 備考 

横浜町 

鳥獣保護区 

有畑 

県指定 

野辺地町 ヒバリ平 

 小湊 

東北町 萌出 

三沢市 仏沼 

むつ市，青森市，

野辺地町，平内町

など 

日本の重要湿地 

基準 1、2、3、4 

（ガンカモ類、底生動物） 

陸奥湾 

基準 1 

湿原・塩性湿地、河川・湖沼、干潟・砂浜・マ

ングローブ湿地、藻場、サンゴ礁等の生態系の

うち、生物の生育・生息地として典型的または

相当の規模の面 

積を有している場合 

基準 2 

希少種、固有種等が生育・生息している場合 

基準 3 

多様な生物相を有している場合（ただし、外来

種を除く） 

基準 4 

特定の種の個体群のうち、相当な割合の個体数

が生育・生息する場合 

東北町、六ヶ所

村、三沢市 

日本の重要湿地 

基準 2、3、4 

（シギ・チドリ類、ガンカ

モ類、湿地性鳥類、昆虫類、

淡水貝類、底生動物） 

小川原湖湖沼群 

六ヶ所村 

重要野鳥生息地（IBA） 

基準 A1（オオセッカ・シマ

クイナ） 

基準 A3（オオセッカ・コジ

ュリン） 

仏沼・小川原湖湖沼群 

A1 

世界的に絶滅が危惧される種 

A3 

バイオーム注 限定種 

東北町、六ヶ所

村、三沢市、七戸

町、六戸町 

生物多様性の保全の鍵にな

る重要な地域（KBA） 
下北の湿地 ― 

注：ある気候条件の地域で，それぞれの条件下での安定した極相の状態になっている動植物の集り（群集） 

出典：「青森県鳥獣保護区等位置図（令和元年度）」（青森県 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

https://www.pref.aomori.lg.jp/nature/nature/huntermap.html 

「鳥獣保護区の指定」（昭和 54 年青森県告示第 912 号） 

「生物多様性保全上重要な湿地」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

http://www.env.go.jp/nature/important_wetland/index.html 

「東北の IBA」（日本野鳥の会 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

https://www.wbsj.org/activity/conservation/habitat-conservation/iba/iba-touhoku/ 

「Key Biodiversity Area 生物多様性の鍵になる重要な湿地」（コンサベーション・インターナショナル・ジャパン HP、閲覧：

令和 2 年 9 月） 

http://kba.conservation.or.jp/index.html 
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第 3.1-21図 動物の注目すべき生息地 
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2. 植物の生育及び植生の状況 

植物相及び植生の状況は、当該地域の自然特性を勘案し、対象事業実施区域及びその周

囲を対象に、文献その他の資料「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック

（2020 年版）－」（青森県、令和 2 年）や対象事業実施区域を含む自然史等により整理し

た。 

なお、対象事業実施区域及びその周囲において、種を抽出した文献その他の資料の調査

範囲及び調査対象は、第 3.1-24 表に示すとおりである。 

 

第 3.1-24表 文献その他の資料による調査範囲及び調査対象（植物） 
文献名 調査範囲、調査対象 

「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック（2020

年版）－」（青森県、令和 2 年） 
横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「下北丘陵の自然」（青森県、平成 13 年） 横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「あるくみるなっとく野辺地の自然と文化」（野辺地町、平成
24 年） 

文献中に記載されている全ての種を対象とした。 

「青森県生物多様性戦略」（青森県、平成 30 年） 横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「青森県史 自然編 生物」（青森県、平成 15 年） 横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「平成 30 年版 六ヶ所村統計書」（六ヶ所村、平成 30 年） 文献中に記載されている全ての種を対象とした。 

「青森県の自然」（青森県、平成 2 年） 横浜町、六ヶ所村、野辺地町で確認された種を対象とした。 

「平成 25年度 国道 279号道路改良 道路環境調査業務委託」 

（アジア航測株式会社、平成 27 年） 
文献中に記載されている全ての種を対象とした。 

「北東北維管束植物分布図」（秋田植生研究会、平成 29 年） 
横浜町、六ヶ所村、野辺地町を含むメッシュで確認された
種を対象とした。 
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（1） 植物相の概要 

対象事業実施区域及びその周囲の植物相の概要は第 3.1-25 表のとおりであり、維管束植

物（シダ植物及び種子植物）が 1,242 種確認されている。 

 

第 3.1-25表 植物相の概要 

分  類 主な確認種 

シダ植物 

ホソバトウゲシバ、ミズドクサ、エゾフユノハナワラビ、ゼンマイ、コケシノ

ブ、ヤマソテツ、イワガネゼンマイ、トラノオシダ、ミヤマワラビ、イワデン

ダ、コウヤワラビ、イッポンワラビ、シノブカグマ、ノキシノブ等 

（72 種） 

種子植物 

裸子植物 
カラマツ、アカマツ、クロマツ、スギ、ハイネズ、ハイイヌガヤ、イチイ等 

（13 種） 

被子植物 

基部被子植物 

コウホネ、マツブサ、ヒトリシズカ、ドクダミ、ミチノクサイシン、ホオノキ、

アブラチャン、オオバクロモジ等 

（14 種） 

単子葉類 

ウラシマソウ、フトヒルムシロ、ノギラン、チゴユリ、サルトリイバラ、カタ

クリ、キンセイラン、マイヅルソウ、ツユクサ、ガマ、コウガイゼキショウ、

ウキヤガラ、ミノボロスゲ、ミヤマシラスゲ、オクノカンスゲ、タヌキラン、

スズメノテッポウ、ススキ、ヨシ、チシマザサ等 

（367 種） 

真正双子葉類 

アケビ、アオツヅラフジ、メギ、オクトリカブト、フッキソウ、ヤマシャクヤ

ク、カツラ、エゾユズリハ、チダケサシ、アリノトウグサ、ノブドウ、ヌスビ

トハギ、ヒメハギ、アキグミ、イソノキ、ハルニレ、ムカゴイラクサ、エゾツ

ルキンバイ、シウリザクラ、ノイバラ、ブナ、コナラ、サワグルミ、アカシデ、

ゴキヅル、ツルマサキ、シロヤナギ、タチヤナギ、タチツボスミレ、アオイス

ミレ、オトギリソウ、ゲンノショウコ、エゾミソハギ、アカバナ、ミツバウツ

ギ、ヤマウルシ、ヤマモミジ、ツルシキミ、シナノキ、ナズナ、カナビキソウ、

オオイタドリ、ミヤマハコベ、ハマアカザ、ヤマボウシ、エゾアジサイ、ヤブ

コウジ、サワフタギ、ハクウンボク、ミヤママタタビ、ホツツジ、ムラサキヤ

シオツツジ、クルマバソウ、リンドウ、オオカモメヅル、ハマヒルガオ、アオ

ダモ、ウンラン、ジャコウソウ、トキワハゼ、タヌキモ、タニギキョウ、シロ

ヨモギ、ナンブアザミ、エゾタンポポ、ハリギリ、ウマノミツバ、ミヤマガマ

ズミ、オミナエシ等 

（776 種） 

合 計 1,242 種 

注：1. 種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和元年度生物リスト」（河川環境データベース国土交通省、

令和元年）に準拠した。 

注：2. 植栽・園芸種は除外した。 

出典：「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック（2020 年版）－」（青森県、令和 2 年） 

「下北丘陵の自然」（青森県、平成 13 年） 

「あるくみるなっとく野辺地の自然と文化」（野辺地町、平成 24 年） 

「青森県生物多様性戦略」（青森県、平成 30 年） 

「平成 30 年版 六ヶ所村統計書」（六ヶ所村、平成 30 年） 

「青森県の自然」（青森県、平成 2 年） 

「平成 25 年度 国道 279 号道路改良 道路環境調査業務委託」（アジア航測株式会社、平成 27 年） 

「北東北維管束植物分布図」（秋田植生研究会、平成 29 年） 
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（2） 植生の概要 

対象事業実施区域及びその周囲の現存植生図は第 3.1-22 図、その凡例は第 3.1-26 表のと

おりである。また、対象事業実施区域及びその周囲の植生自然度図は第 3.1-23 図、その凡

例は第 3.1-27 表のとおりである。 

対象事業実施区域及びその周囲は植林地、耕作地植生である牧草地（植生自然度 2）及

びクロマツ植林（植生自然度 6）が広範囲に分布する。対象事業実施区域内においてもク

ロマツ植林、牧草地が広く分布するほか、自然植生としては丘陵地の沢沿いにハンノキ－

ヤチダモ群集（植生自然度 9）、低地にヤナギ高木群落（Ⅳ）（植生自然度 9）が分布してい

る。また、代償植生としては主にアカマツ群落（Ⅴ）（植生自然度 7）、タニウツギ－ノリ

ウツギ群落（植生自然度 5）が主に丘陵地斜面下部に分布する。 
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第 3.1-22図 文献その他の資料調査による現存植生図 

※植生図の凡例は第 3.1-26 表のとおりである。 
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第 3.1-26表 現存植生図凡例 

 
注：1. 図中 No.は第 3.1-22 図の番号に対応する。 

2. 統一凡例 No.とは「自然環境保全基礎調査 植生調査（植生自然度調査）」（環境省 HP、閲覧：令

和 2 年 9 月）の 1/25,000 現存植生図に示される 6 桁の統一凡例 No.（凡例コード）である。 
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第 3.1-23図 植生自然度図 

※植生自然度の説明は

第 3.1-27 表のとおりである。 
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第 3.1-27表 植生自然度図凡例 

植生
自然度

色 区分内容 区分基準 植生区分
植生図
図中No.

群落名

18 ヨシクラス

19 ヒルムシロクラス
20 砂丘植生
1 チシマザサ－ブナ群団

2 ヤマカモジグサ－カシワ群集
3 ブナ－ヒノキアスナロ群落
4 ジュウモンジシダ－サワグルミ群集

5 ハルニレ群集
6 ハンノキ－ヤチダモ群集
7 ヤナギ高木群落(IV)
8 ヤナギ低木群落(IV)

8
二次林
（自然林に近
いもの）

ブナ－ミズナラ群落、シイ・カシ
二次林等、代償植生であって
も特に自然植生に近い地区

ブナクラス域代償植生 9 ブナ－ミズナラ群落

10 キタコブシ－ミズナラ群集

11 カシワ群落(V)
12 アカマツ群落(V)
13 ヒノキアスナロ群落(V)

21 スギ・ヒノキ・サワラ植林

22 クロマツ植林
23 カラマツ植林

14 タニウツギ－ノリウツギ群落

15 ササ群落(V)
16 ススキ群団(V)

ブナクラス域代償植生 17 伐採跡地群落(V)

25 ゴルフ場・芝地
27 路傍・空地雑草群落
28 放棄畑雑草群落
32 放棄水田雑草群落

24 ニセアカシア群落

29 果樹園

26 牧草地

30 畑雑草群落
31 水田雑草群落

市街地等 34 緑の多い住宅地

33 市街地

35 工場地帯
36 造成地

- - - - 市街地等 37 開放水域
- - - - 市街地等 38 自然裸地

自然草原

自然林

高山ハイデ、風衝草原、自然
草原等、自然植生のうち単層
の植物社会を形成する地区

エゾマツ－トドマツ群集、ブナ
群落等、自然植生のうち低木
林、高木林の植物社会を形成
する地区

二次林

クリ－ミズナラ群集、コナラ群
落等、繰り返し伐採されている
一般に二次林と呼ばれている
代償植生地区

市街地等
市街地、造成地等の植生のほ
とんど存在しない地区

植林地
常緑針葉樹、落葉針葉樹、常
緑広葉樹等の植林地、アカメ
ガシワ等の低木林

二次草原
（背の高い草
原）

ササ群落、ススキ群落等の背
丈の高い草原、伝統的な管理
を受けて持続している構成種
の多い草原

二次草原
(背の低い草
原)

シバ群落等の背丈の低い草
原、伐採直後の草原、路傍・
空地雑草群落、放棄畑雑草群
落

6

5

外来種植林
農耕地（樹園
地）

竹林、外来種の植林・二次林・
低木林、果樹園、茶畑、残存・
植栽樹群をもった公園、墓地
等

外来種草原
農耕地（水
田・畑）

外来種の草原、畑、水田等の
耕作地、緑の多い住宅地

4

3

2

1

10

9

7

樹林地・耕作地植生

樹林地・耕作地植生

樹林地・耕作地植生

市街地等

河辺・湿原・塩沼地・
砂丘植生

ブナクラス域自然植生

ブナクラス域代償植生

樹林地・耕作地植生

ブナクラス域代償植生

 

注：1. 植生自然度及び区分内容、区分基準は、「1/2.5 万植生図を基にした植生自然度について」（環境省自然環

境局生物多様性センター、平成 28 年 3 月 31 日）による。 

2. 植生区分及び群落名は、現存植生図（第 3.1-22 図）に対応する。 
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（3） 植物の重要な種及び重要な群落 

植物の重要な種及び重要な群落の選定基準は、第 3.1-28 表の選定基準に基づき、学術上

または希少性の観点から選定した。 

 

① 植物の重要な種 

植物の重要な種は「（1）植物相の概要」の既存資料で確認された種について、選定基準

に基づき、学術上または希少性の観点から選定した。その結果は第 3.1-29 表のとおり、16

目 34 科 75 種が確認されている。 

 

第 3.1-28表(1) 植物の重要な種及び重要な群落の選定基準 

選定基準 文献その他の資料 
重要 

な種 

重要な

群落 

① 「文化財保護法」（昭和

25 年法律第 214 号）に

基づく天然記念物 

※同法による指定種及

び同法の規定に基づき

制定された地方公共団

体の文化財保護条例に

基づく指定種 

国天：国指定天然記念物 

国特天：国指定特別天然記念物 

県天：青森県指定天然記念物 

野天：野辺地町指定天然記念物 

六天：六ヶ所村指定天然記念物 

横天：横浜町指定天然記念物 

「国指定文化財等デ

ータベース」（文化庁

HP） 

「あおもりの文化

財」（青森県 HP） 

「野辺地町指定文化

財」（野辺地町 HP） 

「六ヶ所村指定文化

財」（六ヶ所村 HP） 

「横浜町指定文化

財」（横浜町 HP） 

※ホームページはい

ずれも令和 2 年 9 月

に閲覧 

○ ○ 

② 「絶滅のおそれのある

野生動植物の種の保存

に関する法律」（平成 4

年法律第 75 号）に基づ

く国内希少野生動植物

種 

国内：国内希少野生動植物種 

国際：国際希少野生動植物種 

緊急：緊急指定種 

「絶滅のおそれのあ

る野生動植物の種の

保存に関する法律施

行令」（平成 5 年政令

第 17 号） 

○  

③ 「環境省レッドリスト

2020」（環境省、令和 2

年）の掲載種 

EX：絶滅…我が国ではすでに絶滅したと考えられる種 

EW：野生絶滅…飼育・栽培下でのみ存続している種 

CR+EN：絶滅危惧種Ⅰ類…絶滅の危機に瀕している種 

（現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続

き作用する場合、野生での存続が困難なもの） 

CR：絶滅危惧 IA 類…ごく近い将来における野生での

絶滅の危険性が極めて高いもの 

EN：絶滅危惧 IB 類…IA 類ほどではないが、近い将来

における野生での絶滅の危険性が高いもの 

VU：絶滅危惧Ⅱ類…絶滅の危険が増大している種（現

在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用す

る場合、近い将来「絶滅危惧Ⅰ類」のカテゴリーに

移行することが確実と考えられるもの） 

NT：準絶滅危惧…存続基盤が脆弱な種（現時点での絶

滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては

「絶滅危惧」に移行する可能性のある種） 

DD：情報不足…評価するだけの情報が不足している種 

LP：絶滅のおそれのある地域個体群…地域的に孤立し

ている個体群で、絶滅のおそれが高いもの 

「環境省報道発表資

料 環境省レッドリ

スト2020の公表につ

いて」（環境省、令和

2 年） 

○  
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第 3.1-28表(2) 植物の重要な種及び重要な群落の選定基準 

選定基準 文献その他の資料 
重要 

な種 

重要な

群落 

④ 「青森県の希少な野生

生物－青森県レッドデ

ータブック（2020 年

版）－」（青森県、令和

2 年）の掲載種 

絶滅野生生物 EX ランク: 

県内では、すでに絶滅したと考えられる野生生物 

最重要希少野生生物 A ランク: 

県内では、絶滅の危機に瀕している野生生物 

重要希少野生生物 B ランク: 

県内では、絶滅の危機が増大している野生生物 

希少野生生物 C ランク: 

県内では、生息・生育を存続する基盤が脆弱な野生生物 

要調査野生生物 D ランク: 

県内では、生息・生育情報が不足している野生生物 

地域限定希少野生生物 LP ランク: 

県内では、地域内に孤立している個体群で、地域レベル

での絶滅のおそれが高い野生生物 

「青森県の希少な

野生生物－青森県

レッドデータブッ

ク（2020 年版）－」

（青森県、令和 2

年） 

○  

⑤ 「第 2 回自然環境保全

基礎調査日本の重要な

植物群落」（環境庁、昭

和 55 年）に記載されて

いる特定植物群落 

A：原生林もしくはそれに近い自然林 

B：国内若干地域に分布するが、極めて稀な植物群落また

は個体群 

C：比較的普通に見られるものであっても、南限、北限、

隔離分布等分布限界になる産地に見られる植物群落ま

たは個体群 

D：砂丘、断崖地、塩沼地、湖沼、河川、湿地、高山、石

灰岩等の特殊な立地に特有な植物群落または個体群で、

その群落の特徴が典型的なもの 

E：郷土景観を代表する植物群落で、特にその群落の特徴

が典型的なもの 

F：過去において人工的に植栽されたことが明らかな森林

であっても、長期にわたって伐採等の手が入ってないも

の 

G：乱獲その他の人為の影響によって、県内で極端に少な

くなるおそれのある植物群落または個体群 

H：その他、学術上重要な植物群落または個体群 

「第 2 回自然環境

保全基礎調査 日

本の重要な植物群

落」（環境庁、昭和

55 年） 

「第 3 回自然環境

保全基礎調査 日

本の重要な植物群

落Ⅱ」（環境庁、昭和

63 年） 

「第 5 回自然環境

保全基礎調査 特

定植物群落調査報

告書」（環境省自然

保護局生物多様性

センター、平成 12

年） 

 ○ 

⑥ 「第 3 回自然環境保全

基礎調査 日本の重要

な植物群落Ⅱ」（環境

庁、昭和 63 年）に記載

されている特定植物群

落 

 ○ 

⑦ 「第 5 回自然環境保全

基礎調査 特定植物群

落調査報告書」（環境省 

自然保護局 生物多様

性センター、平成 12

年）に記載されている

特定植物群落 

 ○ 

⑧ 「植物群落レッドデー

タブック」（財団法人自

然保護協会、平成 8 年）

に掲載されている植物

群落 

1：要注意 

2：破壊の危惧 

3：対策必要 

4：緊急に対策必要 

記入なし 

「植物群落レッド

データ・ブック」

(NACS － J,WWF 

Japan、平成 8 年） 

 ○ 
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第 3.1-29表(1) 文献その他の資料による植物の重要な種 

No. 分類 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ 

1 
シダ植物 

（1 種） 
ハナヤスリ ハナヤスリ イブリハナワラビ   CR A 

2 被子植物 コショウ ドクダミ ハンゲショウ    B 

3 （2 種）  ウマノスズクサ ミチノクサイシン   VU C 

4 被子植物 オモダカ サトイモ ヒンジモ   VU A 

5 ・単子葉類  オモダカ アギナシ   NT B 

6 （37 種）  トチカガミ トリゲモ   VU  

7    オオトリゲモ    D 

8    イトイバラモ   VU B 

9   シバナ シバナ   NT C 

10    ホソバノシバナ   VU A 

11   アマモ スゲアマモ   NT D 

12    コアマモ    B 

13   ヒルムシロ イトモ   NT B 

14    ササエビモ   VU A 

15    ツツイトモ   VU A 

16    リュウノヒゲモ   NT B 

17    イトクズモ   VU B 

18   カワツルモ カワツルモ   NT A 

19    ネジリカワツルモ   NT D 

20  ユリ ユリ ホソバノアマナ※1    B 

21  クサスギカズラ ラン エビネ   NT C 

22    キンセイラン   VU B 

23    サルメンエビネ   VU A 

24    ハマカキラン   VU B 

25    ミズトンボ   VU B 

26    トキソウ   NT B 

27   アヤメ カキツバタ   NT B 

28   ススキノキ ノカンゾウ    C 

29  イネ ガマ ミクリ   NT C 

30   ホシクサ エゾホシクサ    B 

31    ネムロホシクサ   VU B 

32   イグサ セキショウイ   VU C 

33   カヤツリグサ ホロムイクグ   VU B 

34    ウシオスゲ   EN A 

35    オオクグ   NT B 

36    ヒメウシオスゲ   NT A 

37    エゾサワスゲ   NT C 

38    チシママツバイ   VU A 

39    スジヌマハリイ   VU A 

40    チャボイ   VU A 

41 被子植物 キンポウゲ キンポウゲ エゾノリュウキンカ    B 

42 ・真正双子葉類   ヒメキンポウゲ   VU C 

43 （7 種）   ヒメバイカモ   EN  

44    チトセバイカモ   EN A 

45    ノカラマツ   VU B 

46 被子植物 ユキノシタ ボタン ヤマシャクヤク   NT B 

47 ・真正双子葉類  ベンケイソウ アズマツメクサ   NT A 

48 ・バラ上類 マメ マメ イヌハギ   VU  

49 （14 種） バラ バラ カラフトダイコンソウ    B 

50    ヒロハノカワラサイコ   VU C 

51    ミチノクナシ   EN B 

52    ヤチイチゴ    A※2 

53    サナギイチゴ   VU  

54  キントラノオ トウダイグサ ノウルシ   NT C 

55    シナノタイゲキ    C 

56   スミレ イソスミレ   VU C 

57    オオバタチツボスミレ   NT B 
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第 3.1-29表(2) 文献その他の資料による植物の重要な種 

No. 分類 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ 

58 被子植物 ナデシコ タデ ノダイオウ   VU C 

59 ・真正双子葉類   コガネギシギシ    A 

60 ・キク上類  ナデシコ エゾハコベ   EN A 

61 （19 種）   ナガバツメクサ    C 

62  ツツジ ツツジ オオウメガサソウ   NT C 

63  ナス ナス オオマルバノホロシ    C 

64  シソ シソ カイジンドウ   VU A 

65    ムシャリンドウ   VU A 

66    エゾナミキ   VU A※3 

67    テイネニガクサ   NT C 

68   タヌキモ イヌタヌキモ   NT C 

69    タヌキモ   NT B 

70    ヒメタヌキモ   NT B 

71    ムラサキミミカキグサ   NT B 

72  キク キキョウ キキョウ   VU B 

73   ミツガシワ アサザ   NT B 

74   キク キタノコギリソウ   VU C※4 

75    ムツトウヒレン    B 

合計 6 分類 16 目 34 科 75 種 0 種 0 種 61 種 71 種 

注：1．選定基準は、第 3.1-28 表中の番号に対応する。 

2．種名・学名・配列については原則として、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト、令和元年度生物リスト」（河川環

境データベース 国土交通省、令和元年）に準拠した。 

3．表中、※は以下のとおりである。 

※1：専門家へのヒアリング結果にもとづき追加した種 

※2：ホロムイイチゴで掲載 

※3：エゾナミキソウで掲載 

※4：ホロマンノコギリソウで掲載 
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② 重要な植物群落 

対象事業実施区域及びその周囲で確認された重要な植物群落は第3.1-30表のとおり、「第

3 回自然環境保全基礎調査特定植物群落調査報告書」（環境庁、平成 12 年）に掲載されて

いる特定植物群落として、「六ヶ所村のハンノキ・ヤチダモ林」及び「六ヶ所村のリュウキ

ンカの群生」の 2 群落が存在している。その位置は第 3.1-24 図のとおり、対象事業実施区

域内には存在していない。 

「植物群落レッドデータ・ブック」(NACS-J,WWF Japan、平成 8 年）に掲載されている

群落として、19 件が選定されている。その位置については文献中に「群落構成種の盗伐・

盗掘などが原因で劣化・破壊している植物群落の中で、場所を公表することによってさら

に状況が悪化するおそれがあると判断したものについては、その場所の公表を避けた。」と

記載されており、群落位置の特定には至っていない。 

 

第 3.1-30表 重要な植物群落 

町村名 群落名 
選定基準 

① ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

横浜町 横浜町のカシワ林  D    

 カシワ林     1 

 向平のヨシ湿原     4 

六ヶ所村 六ヶ所村のブナ林   C、E、H   

 六ヶ所村のハンノキ・ヤチダモ林   D、E、H   

 六ヶ所村のリュウキンカの群生   D、E   

 ブナ林     記入なし 

 市柳沼のヤチハンノキ林     1 

 リュウキンカの群生     記入なし 

 ハンノキ・ヤチダモ林     記入なし 

 ワタスゲ群落     3 

 ウミミドリ・ヒメキンポウゲ群落     3 

 ウミミドリ     3 

 シバナ・ウミミドリ群落     4 

 シバナ     3 

 ヒメキンポウゲ     3 

 塩沼地植物群落     3 

野辺地町 野辺地烏帽子岳の山頂植生     1 

 野辺地烏帽子岳のヒバ林     1 

 野辺地烏帽子岳のブナ林     1 

東北町 甲地アカマツ林     2 

 淋代のブナ林     2 

 小川原湖の水生植物群落     1 

注：選定基準は第 3.1-28 表のとおりである。 

出典：「第 5 回 自然環境保全基礎調査 特定植物群落調査報告書」（環境庁、平成 12 年） 

「植物群落レッドデータブック」(NACS-J,WWF Japan、平成 8 年） 

 

（4） 巨樹・巨木林・天然記念物 

「巨樹・巨木林調査データベース」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 9 月）によると対象事

業実施区域及びその周囲には巨樹・巨木林は存在しない。 
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第 3.1-24図 特定植物群落位置 
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3. 生態系の状況 

（1） 環境類型区分 

対象事業実施区域及びその周囲の環境類型区分の概要は第 3.1-31 表、その分布状況は第

3.1-25 図のとおりである。対象事業実施区域及びその周囲の環境類型区分は、自然草原、

自然林、二次林、植林地、草地、耕作地等、市街地等、水域の 8 つの環境類型に区分され

る。台地の平坦部には、市街地等が分布し、斜面部には主に牧草地からなる耕作地等が分

布するほか、キタコブシ－ミズナラ群集からなる二次林やクロマツ植林からなる植林地等

が分布する。丘陵地や山地には主にスギ・ヒノキ・サワラ植林からなる植林地等が分布す

る。 

対象事業実施区域内は、自然草原を除く 7 つの区分が分布しており、その中でも耕作地

等が広く分布するほか対象事業実施区域南部には植林地が広がっている。自然林は対象事

業実施区域中央部を東西に帯状に分布する。 
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第 3.1-31表 環境類型区分の概要 

番号 類型区分 
植生図 

図中番号 
植物群落等 

事業実施想定 

区域内の有無 

1 自然草原 18 ヨシクラス   

  19 ヒルムシロクラス  

    20 砂丘植生   

2 自然林 1 チシマザサ－ブナ群団   

    2 ヤマカモジグサ－カシワ群集   

    3 ブナ－ヒノキアスナロ群落   

    4 ジュウモンジシダ－サワグルミ群集   

    5 ハルニレ群集   

    6 ハンノキ－ヤチダモ群集 ● 

    7 ヤナギ高木群落（ＩＶ） ● 

    8 ヤナギ低木群落（ＩＶ）   

3 二次林 9 ブナ－ミズナラ群落   

    10 キタコブシ－ミズナラ群集   

    11 カシワ群落（Ｖ）   

    12 アカマツ群落（Ｖ） ● 

    13 ヒノキアスナロ群落（Ｖ）   

    14 タニウツギ－ノリウツギ群落 ● 

4 植林地 21 スギ・ヒノキ・サワラ植林 ● 

    22 クロマツ植林 ● 

    23 カラマツ植林   

    24 ニセアカシア群落   

5 草地 15 ササ群落（Ｖ）   

    16 ススキ群団（Ｖ） ● 

    17 伐採跡地群落（Ｖ） ● 

    25 ゴルフ場・芝地   

    27 路傍・空地雑草群落 ● 

    28 放棄畑雑草群落   

6 耕作地等 26 牧草地 ● 

    29 果樹園 ● 

    30 畑雑草群落 ● 

    31 水田雑草群落 ● 

    32 放棄水田雑草群落   

7 市街地等 33 市街地 ● 

    34 緑の多い住宅地   

    35 工場地帯   

    36 造成地   

8 水域等 37 開放水域 ● 

    38 自然裸地   

注：群落名は現存植生図（第 3.1-22 図参照）による。 
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第 3.1-25図 環境類型区分 
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（2） 重要な自然環境のまとまりの場 

対象事業実施区域及びその周囲の自然環境について、重要な自然環境のまとまりの場の

抽出を行った。抽出された重要な自然環境のまとまりの場は第 3.1-32 表及び第 3.1-26 図の

とおりである。 

対象事業実施区域およびその周囲には自然林（ブナクラス域自然植生）が分布しており、

一部が対象事業実施区域に含まれている。 

 

第 3.1-32表 重要な自然環境のまとまりの場 

重要な自然環境のまとまりの場 抽出理由 

自然植生 

自然草原（植生自然度 10）または自然林（植生自然度 9）

であり、人為的な改変をほとんど受けていない自然環境で

ある。 

天然記念物 
学術上価値の高い動物（生息地、繁殖地及び渡来地を含

む。）、植物（自生地を含む。）が指定されている。 

保安林 
水源涵養林や土砂崩壊防止機能を有する緑地等、地域にお

いて重要な機能を有する自然環境である。 

鳥獣保護区 環境保全の観点から鳥獣保護区に指定されている。 

特定植物群落 
自然環境保全基礎調査において定められた「特定植物群落

選定基準」に該当する植物群落である。 

重要野鳥生息地（IBA） 

鳥類を指標とした重要な自然環境において、世界共通の基

準によって定められた、保全が必要な生息地等の選定基準

に該当する、生息もしくは生息可能性がある生息地である。 

生物多様性の保全の重要な鍵になる

重要な地域（KBA） 

IBA に鳥類以外の分類群も含めた取り組みに発展した重要

地域で、生物多様性の保全の重要な鍵になる重要な地域で

ある。 
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第 3.1-26図 重要な自然環境のまとまりの場 
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3.1.6  景観及び人と自然との触れ合いの活動の状況 

1. 景観の状況 

対象事業実施区域は、下北半島中央部の山地に連なる台地に位置し、東は太平洋に面し

ており、西は陸奥湾に面している。また、東西には海成段丘や砂丘海岸があり、南東には

湖沼景観が連なる。 

青森県では「青森県景観条例」（平成 8 年青森県条例第 2 号）及び「青森県景観計画」（青

森県、平成 18 年）により、県内全域（景観行政団体である青森市、弘前市、八戸市及び黒

石市の区域を除く）を景観計画区域としている。 

青森県の景観条例及び景観計画では、景観計画区域内における工作物（高さ 5～20m を

越えるもの）の新築または増改築といった大規模行為には、行為着手の 50 日前までの届出

を義務付けている。また、良好な景観の形成のため、大規模行為景観形成基準に適合する

よう努めなければならないとしている。 

 

（1） 主要な眺望点の分布及び概要 

対象事業実施区域及びその周囲の主要な眺望点は、第 3.1-33 表及び第 3.1-27 図のとおり

である。 

 

第 3.1-33表(1) 主要な眺望点 

眺望点 眺望点の概要 

むつ小川原国家石油備

蓄基地展望台 

高さ 24 メートルの展望室からは 360 度の大パノラマビューが楽しめ、タンク群と季節

ごとに表情を変える自然がおりなす壮大な景色を望むことができる。 

二又夢はぐ館※ 六ヶ所村の二又地区にある集会所。旧二又小学校。 

横浜町烏帽子平自然の

家※ 

横浜町字明神平にある社会教育施設。 

上北六ヶ所太陽光発電

所展望台 

発電所内には全体を俯瞰できる展望台があり、約 27 万枚の太陽光パネル、隣接する石

油備蓄基地や風力発電所が一望できる。 

六ヶ所原燃 PR センター 施設 3 階では地上 20ｍから 360°の大パノラマを楽しめる。東に原子燃料サイクル施

設と太平洋が一望でき、西にむつ小川原国家石油備蓄基地と風車の様子が一望できる。 

エネワンソーラーパー

ク六ヶ所村展望台 

敷地内には、太陽光パネルを一望できる展望台があり、自由に見学することができる。 

大石総合運動公園 野球場、陸上競技場、サッカー場、テニスコート、総合体育館、プール、フィールド

アスレチックなどの施設が整っていて、スポーツ、アウトドアのほか、各種イベント

も開催され、地域の憩いの場となっている。公園内は、遊歩道が整備されていて、高

台や池もあり、ジョギングや散歩をするのにとても気持ちの良い、緑に囲まれた環境

となっている。高台からは、ウィンドパークの風車を望むこともできる。 

南地区老人憩いの家※ 横浜町字豊栄平にある高齢者活動拠点施設。 

ぼんてん山 標高 468ｍからの眺望が楽しめる。太平洋と陸奥湾のほか、国家石油備蓄基地、原子

燃料サイクル施設、風力・太陽光発電施設など、エネルギー関連施設を一望できる。8

合目付近には通称「前ぼんてん」と呼ばれる六ヶ所村を一望できる絶景スポットがあ

る。 

吹越烏帽子 東北 100 名山に選定されている登山スポット。標高は 507.8ｍで、山頂は 360 度見渡す

ことができ、西に陸奥湾、東に太平洋、そして八甲田連峰や釜臥山などの山々を望む

ことができる。 
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第 3.1-33表(2) 主要な眺望点 

眺望点 眺望点の概要 

尾駮レイクサイドパーク 尾駮沼の北側に整備された公園。広く尾駮沼を望むことができる。 

六ヶ所野鳥観察公園 尾駮沼の河口に近い北側に整備された公園。尾駮沼と飛来する白鳥などの水鳥を観

察することができる。 

鷹架野鳥の里 

森林公園 

鷹架沼はミサゴ、サギ等の野鳥が多く生息し、沼に面した鷹架野鳥の里森林公園は

バードウォッチングの穴場として知られている。野鳥観察とともに鷹架沼から太平

洋を望む景観を楽しむことができる。 

ユーラス六ヶ所ソーラー

パーク展望台 

鷹架地区には発電所の概要説明や発電状況をお知らせするモニターを設置した見学

施設がある。見学施設は一般開放しており、鷹架地区の太陽光パネルが一望できる。 

砂浜海岸海水浴場 毎年 7 月上旬から 8 月中旬にかけて海水浴場を開設しており、海水浴やキャンプが

楽しめる。沖合にある人工島のナタネ島からは陸奥湾やむつ市の釜臥山を眺めるこ

とができる。 

横浜町の菜の花畑 横浜町を南北に貫くはまなす街道（国道 279 号）沿いでは、5 月の中ごろになると、

黄色いじゅうたんと例えられる総面積 200ha（平成 10 年当時の作付面積）を誇る日

本一の菜の花畑。西側には陸奥湾と下北の名峰釜臥山、東側には風車を背景とした

葉の花のフォトスポットである。 

野辺地海浜公園 砂浜から下北半島をのぞむことができる、遠浅で波も静かな開放的な海岸。 

物見崎 六ヶ所村の最北端にあり、太平洋に突き出た標高 25m 程の海食崖。 

険しい断崖の上には灯台が立ち、太平洋の雄大な景色を眺めることができる。 

愛宕公園展望台 園内の展望台に上がると陸奥湾と野辺地町の街並みのパノラマを見渡すことができ

る。 

常夜燈公園 陸奥湾に面した公園。保存されている常夜燈の周辺からは、陸奥湾と下北半島をの

ぞむことができる。 

注：※印の施設は、対象事業実施区域周辺の集落の代表点（集会所等）を抽出したものである。 

出典：「青森県観光情報サイト アプティネット」（公益社団法人 青森県観光連盟、閲覧：令和 2 年 9 月） 

https://www.aptinet.jp/index.html 

「ふるさと眺望点（上十三地区）」（青森県 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

https://www.pref.aomori.lg.jp/life/keikan/keikan-daikibo-1-1-5.html 

「PR センター紹介」（六ヶ所原燃 PR センターHP、閲覧：令和 2 年 9 月）http://6prc.jp/?page_id=290 

「観光ガイド」（六ヶ所村 HP、閲覧：令和 2 年 9 月）http://www.rokkasho.jp/index.cfm/8,6003,18,html 

「横浜町観光案内マップ」（横浜町 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

http://www.town.yokohama.lg.jp/index.cfm/1,html 

「観光ガイド」（野辺地町 HP、閲覧：令和 2 年 9 月）http://www.town.noheji.aomori.jp/kanko 

「六ヶ所村次世代エネルギーパーク見学施設」（六ヶ所村次世代エネルギーパーク HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

http://6energypark.com/visit.html 

「村の施設」（六ヶ所村 HP、閲覧：令和 2 年 9 月）http://www.rokkasho.jp/index.cfm/6,300,13,92,html 

「横浜町の防災マップ」（横浜町 HP、閲覧：令和 2 年 9 月）http://www.town.yokohama.lg.jp/index.cfm/8,83,24,1,html 
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第 3.1-27図 主要な眺望点の状況 
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（2） 景観資源 

「第 3 回自然環境保全基礎調査 自然環境情報図」（環境庁、平成元年）による景観資

源は、第 3.1-34 表及び第 3.1-28 図のとおりである。 

また、青森県では「地域別景観特性ガイドプラン」（青森県、平成 9 年）を策定してお

り、当ガイドプランによる自然景観資源は第 3.1-35 表及び第 3.1-29 図のとおりである。 

自然景観資源である「六ヶ所海岸段丘」、「尾駮沼湿原」が対象事業実施区域内に含まれ

ている。 

 

第 3.1-34表 自然景観資源（第 3回自然環境保全基礎調査） 

区 分 名 称 

岩塊斜面・岩海 吹越烏帽子岳南斜面 

湖 沼 

尾駮沼 

鷹架沼 

市柳沼 

田面木沼 

内沼 

小川原湖 

湿 原 
尾駮沼湿原 

市柳沼湿原 

海成段丘 

六ヶ所海岸段丘 

近川、横浜海岸段丘 

野辺地段丘 

口広平段丘 

砂 丘 

吹越砂丘 

六ヶ所村砂丘 

天ヶ森砂丘 

海食崖 泊海岸 

波食台（ベンチ） 泊海岸 

海食洞 泊のガラ穴 

出典：「第 3 回自然環境保全基礎調査自然環境情報図」（環境庁、平成元年） 

 

第 3.1-35表  自然景観資源（地域別景観特性ガイドプラン） 

区 分 名 称 

自然景観資源 

物見崎 

尾駮沼 

鷹架沼 

砂丘海岸 

出典：「地域別景観特性ガイドプラン」（青森県、平成 9 年） 
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第 3.1-28図 自然景観資源（第 3回自然環境保全基礎調査）の状況 
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第 3.1-29図 景観資源の状況（地域別景観特性ガイドプラン） 
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2. 人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

対象事業実施区域及びその周囲における、人と自然との触れ合いの活動の場の状況は第

3.1-36 表及び第 3.1-30 図のとおりである。対象事業実施区域の周囲において、下北スリー

ハンドレッドゴルフクラブ、大石総合運動公園等があげられる。 

 

第 3.1-36表(1) 人と自然との触れ合いの活動の場 

名 称 概   要 

ぼんてん山 ぼんてん山は標高 468ｍで眺望が楽しめる。太平洋と陸奥湾のほか、国家石油備

蓄基地、原子燃料サイクル施設、風力・太陽光発電施設など、エネルギー関連施

設を一望できる。登山道の途中には推定 400 年のブナの木があり、8 合目付近に

は通称「前ぼんてん」と呼ばれる六ヶ所村を一望できる絶景スポットがある。 

物見崎 六ヶ所村の最北端にあり、太平洋に突き出た標高 25m 程の海食崖。 

北の尻労地区から南の八戸市種差海岸まで砂浜海岸が連なるが、この付近一帯が

岩石海岸で、古い火山の吹越山地をつくっている玄武岩質の集塊岩や溶岩からな

る岩石海岸を形成している。険しい断崖の上には灯台が立ち、太平洋の雄大な景

色を眺めることができる。 

尾駮 

レイクサイドパーク 

尾駮沼の北側に整備された公園。広く尾駮沼を望むことができ、岸辺での散歩や

家族・仲間との集いなど、くつろげる場所になっている。穏やかな水面を眺めな

がらのジョギング、本格的なバードウォッチングもできる。 

六ヶ所野鳥観察公園 尾駮沼の河口に近い北側に整備された公園。尾駮沼と飛来する白鳥などの水鳥を

観察することができる。 

鷹架野鳥の里 

森林公園 

鷹架沼はミサゴ、サギ等の野鳥が多く生息し、沼に面した鷹架野鳥の里森林公園

はバードウォッチングの穴場として知られている。ここからは、野鳥観察ととも

に鷹架沼から太平洋を望む景観を楽しむことができる。 

内子内農山村広場 多目的広場やアスレチックがあり、野草観察や野鳥観察など目的別の遊歩道が整

備されている。 

大石総合運動公園 野球場、陸上競技場、サッカー場、テニスコート、総合体育館、プール、フィー

ルドアスレチックなどの施設が整っていて、スポーツ、アウトドアのほか、各種

イベントも開催され、地域の憩いの場となっている。公園内は、遊歩道が整備さ

れていて、高台や池もあり、ジョギングや散歩をするのにとても気持ちの良い、

緑に囲まれた環境となっている。高台からは、ウィンドパークの風車を望むこと

もできる。 

下北スリーハンドレ

ッドゴルフクラブ 

本州最北端に位置し、壮大な白の風車群に囲まれてのプレーは、国内とは思えな

いほどの雰囲気を味わえる。 

吹越烏帽子 東北 100 名山に選定されている登山スポット。標高は 507.8ｍで、登山路も比較

的ゆるやかなため、気軽にハイキング気分で登山を楽しむことができる。山頂は

360 度見渡すことができ、西に陸奥湾、東に太平洋、そして八甲田連峰や釜臥山

などの山々を望むことができる。 

横浜町の菜の花畑 横浜町を南北に貫くはまなす街道（国道 279 号）沿いでは、5 月の中ごろになる

と、黄色いじゅうたんと例えられる総面積 200ha（平成 10 年当時の作付面積）を

誇る日本一の菜の花畑が、一面まばゆいばかりの黄色に染まる。この菜の花畑の

広がりと、青い空、緑の草地が織り成すコントラストは、牧歌的風景の一語につ

きる。ここは、5 月に行われる「菜の花フェスティバル」のイベント会場にもな

っており、多くの観光客が訪れて賑わう。 

自然苑 自然苑の広大な敷地内には、体験農園、山菜園などがあり、自然に触れながら農

業を体験することができ、昔懐かしい農家の佇まいを残す交流ハウスもある。9

月上旬には菜の花で有名な横浜町らしいナタネ蒔き体験もできる。 

三保野公園 菜の花ロード（横浜バイパス、国道 279 号）とはまなすベイライン（JR 大湊線）

の間にある三保野公園は、横浜町の中心を流れる三保川を整備して作られた町の

憩いの場である。近くに道の駅「菜の花プラザ」があり、解放的な公園では芝生

でくつろいだり、水遊びやスポーツも楽しめる。 
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第 3.1-36表(2) 人と自然との触れ合いの活動の場 

名 称 概   要 

よこはまホタル村 ホタルの保護増殖や環境保全活動を行っている。また、子どもたちとイベントを

通して世代間交流を行い、地域おこしにもつながっている。ホタルの保護活動の

成果が認められ、「横浜町ゲンジボタルとその生息地」として青森県から天然記

念物に指定されている。 

砂浜海岸海水浴場 毎年 7 月上旬から 8 月中旬にかけて海水浴場を開設しており、海水浴やキャンプ

が楽しめる。砂浜海岸の海水浴場は遠浅で家族連れに人気があるほか、ボードセ

ーリングを楽しむ人達も集まる。また、広い芝生の多目的広場では、キャッチボ

ールなどの軽スポーツができ、くつろぎの場として利用できる。ログ調の町営コ

テージも人気がある。沖合にある人工島のナタネ島からは陸奥湾やむつ市の釜臥

山を眺めることができる。晴れの日には陸奥湾の夕陽を望むことができ、また冬

には白鳥の飛来地となる等、一年通して見どころがあるスポットとなっている。 

愛宕公園 野辺地町を一望できる高台に造られた公園で、桜の景勝地として知られている。

季節感豊かな林の中にある散策路を進むと、傍らに松尾芭蕉の句碑や、石川啄木

の歌碑、郷土の文人中市絶壁の句碑などがあり、文学散歩も楽しめる。また、明

治天皇が野辺地町を訪れた際に飲まれたという湧水「御膳水」や天皇に同行し、

この地で倒れたという愛馬の銅像も建てられている皇室ゆかりの土地でもある。 

十符ヶ浦海水浴場 

（野辺地海浜公園） 

野辺地海浜公園の中核をなす十符ヶ浦海水浴場は、遠浅の上波も静かで良好な海

水浴場の条件を備えている。陸奥湾に面した広い砂浜からは遠く下北半島も眺め

られ、贅沢な開放感を味わえ、シーズン中は家族連れなどで連日にぎわう。また、

芝生広場ではバーベキューやキャンプをすることができ、真夏のレジャースポッ

トとなっている。 

出典：「青森県観光情報サイト アプティネット」（公益社団法人 青森県観光連盟、閲覧：令和 2 年 9

月）https://www.aptinet.jp/index.html 

「ふるさと眺望点（上十三地区）」（青森県 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

https://www.pref.aomori.lg.jp/life/keikan/keikan-daikibo-1-1-5.html 

「下北半島旅ガイド ぐるりんしもきた」（一般社団法人 しもきた TABI あしすと HP、閲覧：令

和 2 年 9 月）https://gururin-shimokita.com/ 

「観光ガイド」（六ヶ所村 HP、閲覧：令和 2 年 9 月）http://www.rokkasho.jp/index.cfm/8,6003,18,html 

「横浜町観光案内マップ」（横浜町 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

http://www.town.yokohama.lg.jp/index.cfm/1,html 

「観光ガイド」（野辺地町 HP、閲覧：令和 2 年 9 月）http://www.town.noheji.aomori.jp/kanko 

 

 



3.1-75 

(92) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.1-30図 人と自然との触れ合いの活動の場の状況 



3.1-76 

(93) 

3.1.7  一般環境中の放射性物質の状況 

青森県では県内の環境放射線の状況の監視を行っている。対象事業実施区域の最寄りの

測定地点は第 3.1-31 図のとおり、二又測定局があり、令和元年度の空間放射線量率は第

3.1-37 表のとおり、年平均は 22nGy/h となっている。 

 

第 3.1-37表 モニタリングポストによる放射線測定結果（月平均） 
（単位：nGy/h） 

令和元年度 二又測定局 

4 月 21 

5 月 22 

6 月 22 

7 月 21 

8 月 23 

9 月 23 

10 月 23 

11 月 24 

12 月 23 

1 月 21 

2 月 21 

3 月 22 

年平均 22 

出典：「環境放射線モニタリング」（青森県 HP、閲覧：令和 2 年 9 月） 

http://gensiryoku.pref.aomori.lg.jp/atom1/index.html 
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第 3.1-31図 空間放射線量率測定地点 
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